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頭た あ る い論て世ダ｝した と 加 ラ に主 さ のた ラ
ヽ ァ
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ヽ
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ヽ
ーでの る 危 ス ダ 夕

と も D I) 特 ゜解応 の 国 人 会 第 回 あ 財 人 機 テ ム
ァ. ,'--!-4 見言 つ A あ定 決で諸際ロ 議 fi. ‘る 団 口 ヘルで

え と のげの に あ 点 問 間 貝 回第 ゜法 と の ダ開

よ も 強る 卜 対 つに題題は はニ一人開対ム催 ピ
う 深力 -ピ すて あ へ ‘ 必 マ 回 九 で 発 処 宜 さ l 

ヽ

゜ 刻 な と ツ る
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ジ
ア
地
域
諸
国
は
、

＼ 
資
料
や
‘

人
口
、

環
境
、

開
発
分
野
に
お
け
る
協
力
関
係
を

開

会

に

先

立

ち

＼

ス
ハ
ル
ト
大
統
領
、
ス
フ
ド
国
会
議
長
を
表
敬

か
ア

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

ジ
ア
諸
国
で
実
施
し
た
人
口
と
開
発
の
基
礎
調
杏
お
よ
ひ
‘

各
国
の
現
状
や
問
題
を
議
貝
が
報
告
す
る
＂
カ
ン
ト
リ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
“

会
議
の
目
的
は

財
団
法
人

ァ
ピ
ー
ル
“
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

強
化
す
る
こ
と
」
|
|
｛
な
ど
の
内
容
を
盛
り
こ
ん
た

H
本
に
関
す
る
研
究

”
ジ
ャ
カ
ル
タ

力
と
な
っ
た
。

同
会
議
で
は

「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
宣
言
を
承
認
し
、

ア

委
員
会

I
I
B
K
K
B
N
I
I
、
N

G

0
の
七
機
関
で
構
成
）
が
共
催
し
、

人
口
•
環
境
省
、

移
住
省
、

こ
の
会
議
は
、

開
か
れ
た
。

の
両
日
、

係
国
際
機
関
代
表
な
ど
約
一
五

0
人
が
参
加
し
て
、

基
金

六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」

本
、
中
国
、

リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
、
韓
国
、

(
U
N
F
P
A
)

、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ヽ

マ
レ
ー
シ
ア

タ
イ
な
ど
十
三
ヵ
国
の
国
会
議
員
と
、
専
門
家
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
•
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

文
部
省
、

保
健
省
、

ま
、

.

J

 

国
連
人
口

国
際
家
族
計
画
連
盟
（
ー

p
p
F
)
な
ど
関

三
月
ニ
ニ
、

二

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
意
義
深
く
盛
大
に

（
国
会
、

国
家
家
族
計
画
調
整

各
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
献
身
的
な
運
営
に
当
り
、
会
議
成
功
の
原
動

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)

主
催
の

ジャカルタ

アピール

人
日
・
環
境
•
開
発
分
野
で
の

協

力

を

強

化を

採

フ
ィ 「

第

択
日

~ ゞ ~·ヽ上ベヽ~ . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ·-~ ゞAヽ,.ゞAヽ><ヽ=、マヽ~~
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要
請
し
た
。

スフド国会議長（右、中央）を表敬した代表議員

し

苔

を

あ

げ

賓

効

果

を

卜

け

る

こ

と

の

難

か

六
六
七
と
い
う
多
く
の

地

域

開

発

に

意

欲

を

示

し

い
る
イ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ヤ
な
ど
の

ま

れ

な

が

ら

‘

開

発

の

遅

れ

て

肥

沃

な

土

地

と

人

的

資

源

に

忠

て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
。

民
間
機
関
か
―
―
―
者
一
体
と
な
っ

ン
ア
で
は
立
法
府
、
行
政
府

発

問

題

に

つ

い

て

、

イ

ン

ド

ネ

ス

フ

ド

議

長

は

‘

人

口

と

開

会

議

初

11
の
ニ
―

同
大
統
領
も
‘

”
人
口
と
開
発
“
問
題
に
熱
心
に
取
組
む
各
囚
議
貝
団
の
努
力
を
高
く
評

・
ス
フ
ド
国
会
議
長
を
表
敬
‘

歓
談
し
た
。

島

嶼

を

有

す

る

同

国

の

経

済

投

理

解

と

協

力

を

一
行
は
引
続
い
て

r

カ
リ
ス

価
し

心
か
ら
な
る
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

で
あ
る

ベ

人

類

か

平

和

で

豊

か

に

共

存

す

る

た

め

の

最

も

重

要

な

政

策

す

る

ア

ジ

ア

国

会

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

(
A
F
P
P
D
)
議

長

か

感

謝

の

言

葉

を

述

で
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
に
表
敬
゜

議

貝

団

を

代

表

し

て

佐

藤

隆

・

人

口

と

開

発

に

関

で
あ
る
。

II
は

‘

開

会

式

に

先

立

ち

、

国

会

議

貝

団

は

‘

大

統

領

官

邸

等

を

も

と

に

討

議

し

‘

検

討

を

加

え

て

各

国

の

政

策

に

役

立

て

よ

う

と

す

る

も

の
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先
ず
「
ネ
パ
ー
ル

人
口
•
開
発
基
礎
調
木
且
」

に
つ
い
て
黒
田
悛
夫
・
日
大
人

黒

田

俊

夫

、

原

洋

之

介

両

博

士

ら

が

]

[

調

査

結

果

を

発

表

ホ
テ
ル
の
会
議
室
に
移
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

I
に
入
っ
た
。

の
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
各

国
大
使
も
出
席
し
た
。

佐
藤
隆

A
P
D
A
副
理

巾
長
主
催
の
昼
食
会
の
の
ち
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
会
場
を
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（
代
理
）

ス
タ
ン

ス
リ
ラ
ン
カ

セッショ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ノ
キ
、゚

理
）

ヽ

マ
レ
ー
シ
ア

ン
ド
、
韓
国
、
タ
イ
（
代

ン会場風景

開
会
式
に
は

H
本
‘

イ

別
項
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

国
会
議
長
か

そ

れ

ぞ

れ

局
長
、
カ
リ
ス
・
ス
フ
ド

ー
ジ
を
シ
ン
広
報
・
渉
外

ッ
ク
事
務
局
長
の
メ
ッ
セ

長 ー
ル

A
F
P
P
D
事
務
総

エ
ミ
ル
・
サ
リ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
•
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長

境
大
臣
）
、

U
N
F
P
A
サ
テ
ィ

佐
藤
隆
•
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
副
理
事
長

開
会
式
は
午
前
十
一
時
か
ら
国
会
大
議
場
「
プ
ス
タ
カ
・
ロ
カ
」

ヵゞ

＼
ー
佐
藤
A

P

D

A

副

理

事

長

ら

し、

さ

I

ッ
タ

（
人
口
•
環

っ＼
l

で
は
じ
ま
り

- 5 -



高
桑
栄
松
議
員
ら
が

j

[

カ

ン

ト

リ

ー

・

ペ

ー

パ

ー

を

発

表

ス
ラ
イ
ド
が
、
各
国
代
表
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

日
大
教
授
の
監
修
に
よ
る

「
高
齢
化
社
会
へ
の
日
本
の
挑
戦
ー
~
生
き
甲
斐
の
あ

「
日
本
の
人
口
構
造
変
動

と
開
発
ー
|
ア
ジ
ア
の
都
市
化

黒
田
俊
夫
・
日
大
人
口
研
名
誉
所
長
の
極
め
て
示
唆
に
窟

と
開
発
」
に
つ
い
て
、

こ
の
あ
と
、
例
年
好
評
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
は
岡
崎
陽
一
・

る
老
後
を
目
ざ
し
て
」

A
事
務
局
長
が
説
明
、

絶
賛
さ
れ
、

（
日
本
生
産
性
本
部
製
作
）
に
つ
い
て
広
瀬
次
雄

A

P

D

上
映
し
た
が
‘
参
加
者
全
貝
か
ら
内
容
、
構
成
に
つ
い
て

四
ヵ
国
語
（
日
本
語
、

英
語
、
中
国
語
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）

版
の

＼好
A

P

D

A

の
ス

評

を

博

し

た

ラ

イ

ド

＼

む
発
表
が
あ
っ
た
。

続
苔 同

四
時
二
十
分
か
ら
は
、
引

質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
。

発
表
を
行
な
い

こ
れ
に
基
く

国
家
家
族
計
画
調
整
委
員
会
委

貝
長
か
、
そ
れ
ぞ
れ
権
威
あ
る

つ
い
て
ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ヨ
ノ

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
験
」
に

教
授

「
人
口
•
開
発
に
お
け

之
介
•
東
大
東
洋
文
化
研
究
所

業
開
発
調
査
」

に
つ
い
て
原
洋

ロ
研
究
所
名
誉
所
長
、

グ
ラ
テ
シ
ュ
、
農
村
人
口
と
農

ゴ

ノゞ

ン

熱心に討議す る日本議員団

- 6 -



ラ
ム
の
第
六
回
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
、
胡
克
貨
副
議
長
は
か
サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル

二
日
間
に
わ
た
る
会
議
を
有
慈
義
の
う
ち
に
閉
じ
た
。

締
め
く
く
り
と
し
て
別
項
の
よ
う
な

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
満
場

＼
ー
ジ
ャ
カ
ル
タ
・

ア
ピ
ー
ル

を

採

択

＼ 

ジ
ア
に
お
け
る
人
口
転
換
」

と
題
す
る
基
調
講
演
を
行
な
っ
た
。

「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
宜
言
と
ア

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
の
六
議
貝
の
計
十
二
議
貝
が
十
五
分
間
ず
つ
発
表

を
行
な
っ
た
。

こ
れ
に
基
く
討
議
の
の
ち
、

多
）
、

禾
l
'

こ~ 致
で
採
択
‘

総
括
討
議
「
持
続
的
開
発
と
将
来
の
人
口
政
策
」

黙
田
俊
夫
・
日
大
人
口
研
名
誉
所
長
が

A
F
P
P
D
第

3
回
大
会
は
、

10
月
15

日

一

｛
か
ら
四
日
間
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で

A
P
D
A
会
議
に
引
続
ぎ
二
四
日
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

＼黒
田

俊

夫

博

士

が

基

調

講

演
＼

ッ
ク
・
ビ
ン
・
サ
ニ
フ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
~
ネ
ー
ビ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
、
タ
イ

ビ
ッ
ク

フ
ィ
リ
ピ
ン
~
オ
ー
ラ
ン
ド
・
メ
ル
カ
ド

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
~
シ
テ
ィ

ら
マ
レ
ー
シ
ア
~
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ア
リ

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
i

フ
レ
ッ
ド
・
ガ
ー

二
日
目
の
二
三
日
は
‘

午
前
九
時
か
ら
セ
ッ
シ
ョ
ン

II
に
入
り

ー

ニ

―

軋

紀

に

向

け

て

の

戦

略

」

ペ
ー
パ
ー
の
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

と
題
す
る
各
国
議
貝
代
表
の
カ
ン
ト
リ
ー
・

桑
栄
松
、
ネ
パ
ー
ル
~
テ
ィ
カ
・
ジ
ュ
ン
・
タ
パ
の
六
議
貝
゜

午
後
は
一
時
半
か

ヒ
ン
デ
ル
・
ラ
テ
ー
ル

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

i

ア
ル
ウ
ィ
・
ダ
フ
ラ
ン
‘

日

本

二
E
回

発
表
者
は
韓
国

i

チ
ョ
ー
・
キ
ュ
ン
・
モ
ツ
、
中
国
~
胡
克
賞
、
イ
ン
ド

マ

「
人
口
と
開
発

- 7 -



ヽ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
‘
几
三
年
は
‘
日
本
の
議
貝
グ
ル
ー
プ
が
人
口
問
題
で
初
め
て
イ
ン
ド
‘
タ
イ

ロ
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
テ
ィ

と
し
て

世
界
的
な
人
口
と
開
発
関
連
議
員
の
動
ぎ
と
し
て
、
九
四
年
に
国
連
か
世
界
人

案
内
す
る
。

N
G
o
専

門

家

外
交
官
等
に

々

そ
れ
ら
の
組
織
を
有
し
な
い
国
会
か
存
在
す
る
国
々

②
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

議
す
る
。

定
‘

A
F
P
P
D
の
将
来
活
動
計
画
‘
長
期
戦
略
等
運
営
間
題
な
ど
に
つ
い
て
論

に
つ
い
て
討
議
す
る
。

ま
た

三
年
に
一
度
の
大
会
で
あ
り

ヲ文
ぅt
L 

こ
の
は
か
全
体
会
議
で

「
-
―
□
世
紀
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
人
口
と
経
済
社
会
開

科
会
討
議
を
す
る
。

役
割
と
地
位

の
四
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分

本
大
会
で
は

①
人
口
‘

④
翡
齢
化
社
会
と
青
少
年
へ
の
依
存

環
境
‘

③
女
性
の

(
A
P
D
A
)
。

ヴ
ィ
ル
・

ヽ

(
U
N
F
P
A
)
 

ガ
ッ
サ
ン
・
タ
ヤ
ラ
議
貝
の
は
か
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ネ
イ

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
議
貝
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
ジ
ョ
テ
ィ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
・
シ
ン

さ
れ
て
い
る

A
F
P
P
D
第
三
回
大
会
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
で
、

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
、

し
て
関
連
国
連
機
関
‘

国
際
機
関
‘

持
続
的
開
発

②
人
口
と
保
健

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
主
要
人
口
政
策
実
施
と
立
法
者
の
役
割
」

役
貝
の
改
選
も
予

参
加
者
は
①
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
の
組
織
を
有
す
る
ア
ジ
ア
の
国

政
府
翡
官
‘

(
G
C
P
P
D
)
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
議
貝
調
査
団
を
派
遣
し
て
か
ら
二

0
年
に
な
る

ア
ジ
ア
人
口

開
発
協
会

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
世
界
委
貝
会

(
G
C
P
P
D
)
、
国
連
人
口
基
金

タ
イ
国
バ
ン
コ
ク

（
ド
ゥ
シ
タ
ニ
ホ
テ
ル

開
会
式
~
田
会

協
賛
・
後
援
は

開
催
期
間
は

1
0
月
一
五

H
（
月
）

1
-
八
日
（
木
）
の
四

H
間
、
開
催
場
所
は

定
し
た
。

次
の
通
り
決

今
回
の
主
要
議
題
は
‘
本
年
タ
イ
国
政
府
の
協
力
を
得
て
十
月
に
開
催
か
予
定

U
N
F
P
A
等
か
出
席
し
た
。

ナ
コ
ー
ン
議
貝

f

ッ
タ
ー
ル
事
務
総
長

ラ
ー
マ
・
オ
ス
マ
ン
副
事
務
総
長

プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ

- 8 -



治

重

信

（

参

・

民

社

）

桜

井

佐

藤

●

日

本

こ。f
 
⑧
に
つ
い
て
は
‘

待
状
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

隆
（
衆
・
自
民
‘

新
（
衆
•
自
民
）

適
切
‘

且
つ
公
正
な
女
性
議
貝
の
参
加
を
要
請
す
る
旨
招

ー
ラ
ム
に
常
設
の

「
女
性
問
題
委
貝
会
」
を
設
潰

し
た
旨
報
告
か
あ
り
、
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
し
‘
R
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ

③
「
人
口
と
女
性
の
地
位
に
関
わ
る
立
法
の
現
状
」

の
三
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議

①
「
開
発
に
於
け
る
ア
ジ
ア
女
性
の
役
割
の
変
遷
」

②
「
女
性
と
人
口
」

⑧
バ
ン
コ
ク
の
総
会
で
女
性

議
貝
か
半
数
を
山
め
る
こ
と
の
二
点
の
要
請
か
あ
り
‘
R
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
議

貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
貝
会
の
メ
ン
バ
ー
が
委
員
長
と
な
る
事
を
条
件
に
承
認
し

A
P
D
A
副
理
事
長
）

こ
。f
 
参
加
国
二
六
ヵ
国
よ
り
約
一

0

0
名
が
参
加
。

女
性
議
貝
会
議
で
採
択
さ
れ
た

「
宜
言
」

「
行
動
計
画
」

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ

ラ
ー
マ
・
オ
ス
マ
ン
副
事
務
総
長
か
ら
人
口
と
女
性
の
地
位
に
関
す
る
ア
ジ
ア

フ

7女
性
議
員
会
議
にマ

議

員

が

報

告

L

つ
い
て

と
し
て
も
協
力
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
な
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
て
い
る
、
と
の
紹
介
か
あ
り
、
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

言
を
出
し
、

界
の
人
口
問
題
関
係
議
貝
か
ら
の
提
言
と
い
う
形
で
国
連
会
議
に
提
出
で
苔
る
よ

―
―
―
但
紀
の
人
口
問
題
を
各
国
政
府
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

世

化
等
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
九
四
年
の
国
連
の
世
界
人
口
会
議
に
提

過
去
二

0
年
間
の
議
貝
活
動
の
成
果
、

法
的
環
境
整
備
の
状
況

の
で
、
地
球
的
な
見
地
か
ら
の
議
員
会
議
を
開
催
し
て
は
如
何
か

社
会
開
発
の
変

そ
の
機
会
に

- 9 -



●
ス
リ
ラ
ン
カ

P
r
a
s
o
p
 
R
a
t
a
n
a
k
o
r
n
 

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
上
院
議
貝
‘

B
a
m
b
a
n
g
 S
u
p
a
n
g
a
t
 
(
議
貝
）

●

タ

イ

Neville 
F
e
r
n
a
n
d
o
 
(
議
貝
）

A
F
P
P
D
副
議
長
）

S
i
d
e
k
 B
i
n
 
Saniff 
(
議
貝
）

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

F
r
e
d
 G
e
r
b
i
c
 
(
議
貝
）

T
i
k
a
 J
u
n
g
 T
h
a
p
a
 (
議
貝

●
ネ
パ
ー
ル

Ibrarim 
Ali 
（
議
貝
）

H
a
j
a
h
 R
a
h
m
a
h
 O
s
m
a
n
 

（
上
院
議
貝
）

K
y
u
n
g
-
M
o
k
 C
h
o
 (
議
貝
）

●
マ
レ
ー
シ
ア

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

●
フ
ィ
リ
ピ
ン

O
r
l
a
n
d
o
 M
e
r
c
a
d
o
 (
議
貝
）

（
上
院
議
貝
‘

●

韓

国

V. N
.
 G
o
d
g
i
l
 

M
o
h
e
n
d
e
r
 S
i
n
g
h
 
L
a
t
h
e
r
s
 (-'-i
院
議
貝

S
a
t
 
P
a
u
l
 
Mittal 

●
イ
ン
ド

胡

克

貨

（
議
貝

●
中
国

伊

藤

忠

‘ー£ー
‘
'
(
 

高

楽

栄

松

iiJ 
nぃ
r

部

昭

吾

（
衆
・
社
民
連
）

（
参
•
公
明
）

（
衆
・
社
会
）

A
F
P
P
D
副
議
長
）

（
上
院
議
員
、

A
F
P
P
D
副
事
務
総
長

A
F
P
P
D
事
務
総
長
）

- 10 -



H. Yan Mokoginta （筈lllill()

Willy Kairupan (筈llll()

Ny. H. SK Susilastuti Sutopo Isnomo (筈IJJi()

Ir. Tati Sunarti Sumiarno (差 Ill!()

Pudjo Bintoro （筈 ami::)

T. H. A. Mandang (奢illli()

Taheri Noor (登lll()

Basas Suyono （筈Jill()

N. M Budi W aluyo （筈 UOO::)

● ャ、、::...*、入 I'--<[l • 匡 ~!'-is- ー 11'4

Emil Salim (-< D • 窓翠-I<!!l:l • 匡 I'is:—II'~ ぐ肛溢）

Haryono Suyono （回條條楽芸国醒涵翠二ぐ炉縣ニ辛）

S. L. Leimena （迷茎等宜＇半）

A. MMeliala (苺要紅苔戸掴）

Sudjino Hardjosoetowo (!$睾紅茄巨{llll)

R. S. G Mailangkai 

Harsja W. Bachtiar 

Boediono Sudjadi (添祖皿?<~~苺辛）

Payaman J Simanjuntakぼ芯藍聟唸巨{llil)

Anthonius Mintorogo 

M. Alwi Dahlan (-<こ• 密蕊知nn)

Kismadi (-<口

（逹と如話辛）

(,iG怜皿以乏紅妄辛）

• 壁翌封担）

Abdullah Cholil (三條絲楽=国写涵悩ニぐ環 11(¥•:半）

Sutedjo Moeljodihardjo 

Kartono Muhammad(zoo) 

Mustafa Afiff 

●慨涅こ{'*

,＂“、
t
I
i
 

王 恕｝

ぼm蚕 年 岳 戸!lll)

(Z CJ O) 

（回緊條楽芸国醒涵邸ニぐ月室邸J匹辛）

*< (m姜米苦-<ニ蚕捩室芯睾宦幽）
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-
‘
予
想
を
上
ま
わ
る
世
界
人
口
の
増
加
率

さ
ら
に

八

0
年
代
に
深
刻
な
次
元
に
至
っ
た
諸
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
世
界
は
九

0
年
代
を
迎
え
た
こ
と
を
認
識
し
‘

ジャカルタ

ピ ールァ

こ
れ
ら
の
問
題
の
主
因
が

花

光

上

＋
 

二
九
九

0
年
―
-
＿
月
一
＿
＿
―
-
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ

各
国
な
ら
び
に
各
国
政
府
に
向
け
て

第
六
回
人

nと
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

(
A
P
D
A
嘱
託
職
貝
）

後

藤

ま

き

子

(
A
P
D
A
職
貝
）

遠

藤

正

昭

(
A
P
D
A
業
務
課
長
）

青

木

洋

子

(
A
P
D
A
事
務
局
次
長
）

広

瀬

次

雄

(
A
P
D
A
参
与
・
事
務
局
長
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

V. T. P
a
l
a
n
 

P
P
D
)
事
務
局
長
）

C
e
c
i
l
 
R
e
y
e
s
 
(
G
C
P
P
D
事
業
部
長
）

松

村

昭

雄

（

人

口

と

開

発

に

関

す

る

国

会

議

員

世

界

委

員

会

（
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
I
P
P
F
)
地
域
事
務
所
長
）

Jyoti 
S
h
a
n
k
e
r
 S
i
n
g
h
 (
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A

洋
之
介
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

●
オ
プ
ザ
ー
バ
ー

原

(
G
C
 

）
広
報
・
渉
外
局
長

臨 Oター-,工
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令,,,,,,,,_ =="盲 00-

の
参
加
者
は
‘
以
下
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

よ
っ
て
、
多
数
の
人
々
の
窮
状
と
、
現
在
お
よ
び
未
来
に
お
け
る
環
境

六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

に
お
い
て

を
も
っ
て

「
人
口
」
「
開
発
」
「
環
境
」
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
‘
人
権

さ
ら
に
‘
急
速
に
変
化
す
る
国
際
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
持
続
性
と
忍
耐

「
人
口
」
「
環
境
」
「
開
発
」
間
に
は
ぎ
わ
め
て
重
要
か
つ
相
互
依
存
的
な
関

ス
テ
ル
ダ
ム
宜
言
「
次
の
世
代
の
為
に
よ
り
良
い
生
活
を
」

っ
た
こ
と
を
認
識
し
‘

と
主
権
を
尊
重
し
つ
つ
新
し
い
レ
ベ
ル
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
、

一
九
九

0
年
三
月
ニ
―
―
ー
ニ
三
日
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
‘
「
第

参
加
者
が
提
示
し
た
開
発
の
枠
組
と
過
程
の
中
で
人
口
と
環
境
問
題
を
と

り
あ
げ
た
数
多
い
経
験
や
情
報
を
考
慮
し
‘

の
状
況
と
を
憂
慮
し
て
、
「
第
六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議

貝
代
表
者
会
議
」

の
策
定
に
至

問
題
解
決
に
取
り
組
む
諸
政
府
な
ら
び
に
国
際
組
織
の
努
力
か

ア
ム

係
が
成
立
し
‘
現
代
の
重
大
な
問
題
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

に
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
苦
闘
し
て
い
る
地
域
間
の
経
済
格
差
の
拡
大

三
、
先
進
工
業
地
域
と
‘

持
続
・
持
続
可
能
な
開
発
の
逹
成
を
め
ざ
し

二
、
未
曽
有
の
速
度
で
進
行
す
る
地
球
規
模
の
環
境
破
壊

=年- 0年 9心,rn頂 cc, -~ ー
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一
九

J
L
0
年
三
月
一

l

三

日

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

ジ

ャ

カ

ル

タ

に

て

満

場

五
、
先
進
工
業
国
を
中
心
と
す
る
す
べ
て
の
諸
国
が

の
国
民
参
加
を
図
る
こ
と
。

規
定
・
支
持
す
る
語
政
策
・
行
動
の
改
善
お
よ
び
草
の
根
レ
ベ
ル
で

人

LI
問
題
の
動
向
に
よ
り
注
目
し
、
国
情
に
応
じ
、
議
会
や
政
府
が

四
‘
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
は
‘
後
世
の
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に

開
発
の
分
野
に
お
け
る
協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
。

ア
ジ
ア
地
域
諸
国
は
‘
そ
の
能
力
や
経
験
に
応
じ
て

ア
ム
ス
テ
ル
タ
ム
宜
言
の
条
項
や
勧
告
の
実
施
に
努
め
る
こ
と
。

開
発
努
力
を
支
援
す
る
こ
と
。

一
致
で
採
択
さ
る
。

人
ロ
・
環
境
・

人
口
と
環
境
の
分

野
に
お
け
る
共
通
の
努
力
に
お
い
て
一
層
の
貢
献
を
し
‘
途
上
国
の

ア
ジ
ア
地
域
諸
国
は
‘
各
国
の
優
先
事
項
お
よ
ひ
必
要
に
そ
っ
て
‘

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
宜
言
を
承
認
す
る
こ
と
。

込J」u心~―-~=―r呼ヤ令ー一~
l心 oo==, X唸
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ー
マ
で
ご
さ
い
ま
す
。

て
の
人
口
と
開
発
戦
略
と
‘
持
続
的
経
済
開
発
や
‘
将
米
の
人
口
問
題
と
い
う
テ

し

そ

れ

か

ら

専

門

家

か

ら

の

重

要

な

発

表

か

ご

さ

い

ま

す

。

二
―
世
紀
に
向
け

と

に
ヽ

野
に
入
れ
な
か
ら
紹
介
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
り
ま
す
。

同
時
に
‘
ア
ジ
ア
各
川
の
政
策
決
定
‘
政
策
方
針
を
ニ
―
軋
紀
を
視

今
回
は
第
六
回
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の

i

連
の
会
議
の
目
的
は
‘
ア
ジ
ア

議
は
過
去
に
お
い
て
何
度
も

A
P
D
A

（
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

が
主
催
し

今
回
の
会
議
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
‘
各
方
面
に
ご
相
談
申
し
あ
げ

歓
迎
を
申
し
上
け
た
い
と
息
い
ま
す
。

し
て

各
国
参
加
者
の
皆
様
‘
神
の
御
名
に
お
き
ま
し
て
‘
ま
た
主
催
者
の
名
に
お
き
ま

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
副
理
事
長

/¥ 

）レ
委

員

長

人
日
間
題
は
ア
ジ
ア
の
最
重
要
課
題

[
9

開

会

式

挨

拶

各
国
国
会
議
員
の
皆
様
‘

国
家
家
族
計
画
調
整
委
員
会

大
臣
閣
下
‘

ヨ
ノ
・
ス
ヨ

ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
会
議
長
の
名
に
お
き
ま
し
て
‘
皆
様
に
心
か
ら
の

ま
た
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
に
多
大
の
ご
努
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
国
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
経
験
と
知
識
を
交
挽
‘

こ
の
会

交
流
す
る
と
い
う
こ
と
で

こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
の
も

各
国
の
カ
ン
ト
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
か
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

第盆入
nと
皿
兌
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議

ノ
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い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
リ
ス
・

ス
フ
ド
川
会
議
長
に
開
会
の
宣
言
を
お
頻
い
し
た

い
に
希
望
い
た
し
ま
す
。

的
な
目
標
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
か
そ
の
最
終
目
標
に
貢
献
す
る
こ
と
を
大

げ
‘
討
議
す
る
こ
と
に
よ
り こ

の
認
識
の
も
と

国
会
議
貝
が
こ
の
問
題
を
取
り
上

国
民
生
活
の
向
上
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
が
最
終

人
口
と
開
発
の
問
題
は
‘
我
々
ア
ジ
ア
の
国
々
か
現
在
匝
面
し
て
い
る
最
も
重

に
も
お
見
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

連
盟

(
I
P
P
F
)
、

日
本
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
な
ど
各
種
機
関
の
方
々

だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)

お
り
ま
す
。

ま
た
人
口
と
開
発
に
関
す
る
専
門
家
の
方
々
に
も
多
数
ご
参
加
い
た

国
際
家
族
計
画

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ス
リ
ラ
ン
カ

r

タ
イ
と
い
う
一
三
カ
国
の
参
加
を
い
た
だ
い
て

マ
レ
ー
シ
ア
‘

、
。
ヽ
レ

、
ズ
‘
ノ
ー

J

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

パ
キ
ス
タ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン

ル
に
移
っ
て
い
た
だ
苔
ま
す
。

中
国
‘
イ
ン
ド

日
本
‘

韓
国

い
た
だ
く
よ
う
に
用
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

地
球
の
環
境
問
題
‘

社
会
経
済
開
発
‘

開
会
式
の
後
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
‘

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
ホ
テ

幅
広
い
テ
ー
マ
が
包
括
さ
れ
る
関
係
上
‘
快
適
な
環
境
の
中
で
会
議
を
も
っ
て

い
く
と
い
う
課
題
も
取
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

苔
ま
し
て
も
‘
人
口

H
標
を
達
成
し
な
か
ら
環
境
問
題
‘

開
発
問
題
を
解
決
し
て

キ
ー
資
源
と
人
口
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

今
回
の
会
議
に
お

そ
れ
か
ら
天
然
資
源
、
食
料

エ
ネ
ル

-16 -



私

は

人

口

と

そ

れ

に

付

随

す

る

問

題

、

食

糧

し

か

り

地

球

環

境

し

か

り

資

源

と

す

る

ア

ジ

ア

の

人

U
事
梢
視
察
団
の
一
員
と
し
て
だ
っ
た
か
ら
て
す
。

爾
来

し
ま
す
の
は
‘
私
の
初
め
て
の
御
地
訪
問
か
一
九
七
―
-
．
年
の
故
岸
尤
総
理
を
団
長

私

に

と

っ

て

御

地

ジ

ャ

カ

ル

タ

は

真

に

餘

義

深

い

も

の

か

ご

ざ

い

ま

す

。

と

申

々
に
深
く
感
謝
申
し
卜
け
ま
す
。

て

間

会

式

を

開

催

し

て

下

さ

い

ま

す

ス

フ

ド

議

長

始

め

と

す

る

国

会

関

係

者

の

方

こ

協

力

を

得

て

、

開

催

し

成

果

を

L
げ
て
参
り
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
‘

そ

の

他

の

方

々

の

こ
の
度
、

賞

国

の

国

会

フ

ィ

リ

ピ

ン

て

そ

れ

ぞ

れ

の

国

の

国

会

議

貝

し
＼
七

F
9
3
 

)
-
I’
 

••. 
介

し
ー
‘
!
‘

一
｝

j
．

J

一

九

八

九

年

に

第

三

回

か

ら

第

五

回

ま

で

を

タ

イ

る
た
め
、
第
]
回
‘
第
一
―
回
会
議
を
一

JL
八

れ

年

一
九
八
六
年
に
東
京
で

本

会

議

は

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

人

口

と

開

発

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

エ

ミ

ル

・

サ

リ

ム

委

貝

長

を

始

め

と

ア

ジ

ア

各

国

よ

り

公

務

ご

多

端

の

中

を

ご

参

梨

下

さ

い

ま

し

た

国

会

議

貝

各

位

‘

し
た

U
N
F
P
A
は

し

め

関

係

各

位

の

ご

協

力

に

心

よ

り

御

礼

中

し

上

げ

ま

す

。

ア

ジ

ア

諸

田

の

人

口

と

開

発

に

携

わ

る

国

会

議

員

の

活

動

に

資

す

-
J
L
八

二

年

の

本

協

会

設

立

以

来

、

多

大

な

る

ご

指

導

と

ご

支

援

を

戴

い

て

き

ま

す
る
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
卜
け
ま
す
。

方
々

ま

た

特

に

共

催

機

関

と

し

て

格

別

の

ご

配

慮

ご

指

導

を

賜

り

ま

し

た

す
。

は
じ
め
に

ご

尽

力

を

賜

り

ま

し

た

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

国

会

議

貝

、

学

識

者

の

開
催
す
る
に
刈
た
り
、
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
を
代
表
し
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

の
皆
様

「

第

六

回

人

口

と

開

発

に

関

す

る

ア

ジ

ア

国

会

議

貝

代

表

者

会

議

」

を

カ

リ

ス

・

ス

フ

ド

国

会

議

長

エ

ミ

ル

・

サ

リ

ム

人

ロ

・

環

境

大

臣

ご
列
席

佐

藤

A

P

D

A
副

理

事

長

(
A
F
P
P
D
議
長
）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
学
際
的
解
決
を

隆
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折

に
ふ

れ

軋
界
人
口
か

h
十

億

人

を

マ

ー

ク

し

た

一

九

八

七

年

、

あ

る

い

は

‘

ア

ジ

ア

人

口

お

陰

様

で

ア

ジ

ア

議

貝

フ

ォ

ー

ラ

ム

も

、

現

在

会

貝

数

約

二

十

力

国

に

達

し

願
い
致
し
ま
す
。

活
動
評
価
の
一
環
に
し
て
戴
ぎ
た
い
と
若
え
て
お
り
ま
す
。

活
発
な
ご
議
論
を
お

u
問

題

に

つ

い

て

討

議

し

二

ト

一

世

紀

の

人

口

問

題

を

展

望

し

家
と
し
て
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
閣
下
か
ら
承
り
‘

ラ
ム
で
は
そ
の
特
別
事
業
と
し
て
イ
ン
ド
の
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
‘

極

め

て

感

銘

大

先

輩

で

あ

り

ま

す

マ

ル

ト

ノ

元

移

住

大

臣

に

は

ア

ジ

ア

議

員

の

活

動

人

U
と

開

発

問

題

を

高

い

視

点

で

捉

ら

え

て

い

く

こ

と

の

重

要

性

等

U
N
F
P
A
の

二
十
周
年
に
囚
ん
だ
活
動
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

の
主
要
人
口
大
国
か
揃
う
今
回
の
会
議
の
機
会
に
ア
ム
ス
テ
ル
タ
ム
宣
言
を
ア
ジ

ア

に

当

て

嵌

め

た

場

合

に

つ

い

て

皆

で

検

討

し

更

に

‘

持

続

的

開

発

と

将

米

の

人

U
N
F
P
A
の

か
三
十
億
人
に
達
し
批
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
昨
年
等
‘

ア
ジ
ア

只
今
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー

ご
指
導
を
戴
い
て
参
り
ま
し
た
。

に
つ
い
て

更
に

を
受
け
た
次
第
で
す
。

加
え
て
、
今
朝
程
‘
人
口
•
開
発
の
促
進
は
‘
天
命
な
り

こ
の
哲
学
と
政
治

ご

意

見

を

拝

聴

す

る

機

会

を

得

、

同

大

統

領

の

本

分

野

に

対

す

る

造

詣

の

深

さ

大

統

領

に

も

お

目

に

か

か

り

長

時

間

に

旦

っ

て

人

口

と

開

発

の

問

題

に

つ

い

て

の
運
営
委
貝
会
を
御
地
で
開
催
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

題
の
分
野
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、

昨

年

国

連

人

口

賞

を

授

与

さ

れ

た

ス

ハ

ル

ト

そ

の

折

貴

国

の

人

口

問

人

LJ

・
開
発
政
策
に
対
す
る
確
固
と
し
た
ご
見
識
に
深
い
感
銘
を
凸
見
え
ま
し
た
。

ま
た

一
九
八
六
年
十
月

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
し

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

繁

栄

に

と

っ

て

是

非

と

も

解

決

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

諸

問

題

と

取

り

組

児
童
の
権
利
等
、

人

口

問

題

と

密

接

に

関

わ

り

を

持

つ

こ

れ

ら

の

人

類

の

平

和

と

わ
る
問
題
‘

高

齢

化

と

い

っ

た

人

口

構

造

の

問

題

‘

雇

用

、

教

育

女
性
の
地
位
‘

エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
・
社
会
開
発
‘

更

に

、

都

市

化

と

い

っ

た

農

村

開

発

と

も

関

ー "18-



多
岐
に
わ
た
る
分
野
の
学
際
的
解
決
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
政
策
に

バ
ル
な
視
点
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
で
も
、

人
口
と
開
発
の
問
題
は

狭
め
、
相
互
影
牌
を
強
め
て
お
り

―
つ
の
間
題
に
対
応
す
る
に
も
常
に
グ
ロ
ー

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

翡
度
情
報
化
社
会
は

ま
す
ま
す
国
と
国
と
の
国
境
を

九

0
年
代
は
‘
な
お
国
際
情
勢
は
激
動
期
に
あ
っ
て

協
調
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
れ
ら
調
在
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
各
国
の

Jj
々
に

こ
こ
に
改
め
て
感
謝

と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
は
出
版
物
を
配
布
致
し
ま
す
の
で
、
お
目
通
し
戴
き
た
い

か~

な
お
本
年
は
高
齢
化
問
題
を
ア
ジ
ア
の
視
点
で
捉
え
‘

ま
す
。

°
、
レ

ノ

）
り
ま
し
た
。

リ
ー
に
於
て
ア
ジ
ア
女
性
議
貝
の
人
口
と
女
性
の
地
位
に
関
す
る
会
議
を
開
催
し
‘

十
月
に
は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
三
年
に
一
度
の
大
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

一
堂
に
会
し
意
見
や
経
験
の
交
換
を
行
う
意
義
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
る
と

ま
し
た
人
口
と
開
発
基
礎
調
査
、

農
村
人
口
と
農
業
開
発
調
企
等
、

そ
れ
ぞ
れ
ネ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ご
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
調
壺
の
発
表
を
致
し

発
表
致
す
予
定
で
し
た

特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
ご
要
請
も
あ
り
都
市
化
の
問
題
を
加
え
ま
し
た
。

新
た
な
秩
序
、

今
回
の
日
本
か
ら
の
調
壺
研
究
の
発
表
に
関
し
ま
し
て
は
‘
当
協
会
が
行
な
い

思
い
ま
す
。

決
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
政
策
に
携
わ
る
も
の
同
志
が

り
二
百
名
近
い
参
加
者
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

人
口
問
題
は
国
境
を
越
え
て
解

の
プ
ラ
ソ
ッ
プ
議
貝
よ
り
ご
案
内
が
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が

ア
ジ
ア
各
国
よ

力
に
よ
り
北
京
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

の
ち
は
ど
ミ
ッ
タ
ー
ル
事
務
総
長
‘
タ
イ

前
回
は

一
九
八
七
年
第
二
回
大
会
を
中
国
政
府
の
ご
協

ま
た
こ
の
会
議
の
直
前

三
月
十
―
―
日
か
ら
十
四
日
ま
で
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ

カ
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に

こ
こ
に
こ
出
席
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援

ご
助

人
口
問
題
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
た
め
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
参
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7
と
い
う
決
定
を
ド
し
ま
し
た
。

地
域
ご
と
に
組
織
作
り
を
行
い

か
つ
地
域
ご

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
 を
結
成
し
よ

り
ま
し
た
。

北
京
に
お
き
ま
し
て

二
七
カ
国
か
ら
の
国
会
議
貝
の
皆
様
方
か

ま
し
て

貝
の
会
議
は
、
国
連
人
口
枯
金
の
お
か
け
で
、
ま
た
シ
ン
先
生
の
お
か
け
を
も
ち

各
国
大
使
‘

北
び
に
ご
賛
同
の
皆
様
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
の
国
会
議

我
か

lPl
僚
の
方
々

一
三
カ
国
か
ら
ご
参
加
の
皆
様

(
G
C
 

協
会
副
理
事
長
佐
藤
先
生
、
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
際

ご
参
会
の
皆
様

の
責
務
を
再
確
認
し
‘

に
貢
献
で
ぎ
る
力
第
に
つ
い
て
活
発
な
討
議
を
行
な
っ
て
載
け
ま
し
た
ら
主
催
者

国
会
議
貝
の
皆
様
‘

P
P
D
)
等
の
皆
様
方
‘

ハ
ル
ヨ
ノ
先
生
、
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発

サ
ッ
ト
・
ポ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ー
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
総
長

国
連
人
口
基
金
‘

家
族
計
画
連
盟
な
ら
び
に
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
世
界
委
員
会

一
九
八
一
年
に
ま
す
第
一
回
の
会
議
か
北
京
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
宗
教
界
の
支
扱
に
注
目

と
し
て
こ
の
上
な
い
艇
び
で
ご
さ
い
ま
す
。

そ
れ
に
基
づ
い
て
人
類
の
平
和
と

本
会
議
は
二
日
間
の
限
ら
れ
た
知
か
い
時
間
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

福
祉
と
繋
栄
の
た
め

校
で
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ

地
球
規

き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

画
一
的
な
処
方
箋
は
な
い
わ
け
で
す
。

ま
す
。

そ
し
て
そ
の
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
の
問
題
か
二
十
一
批
紀
の
世
界
を
大

―
口
に
ア
ジ
ア
と
言
っ
て
も
、
民
族

宗
教
‘

文
化
等
々
多
様
を
極
め
て
お
り

持
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て
参
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

携
わ
る
も
の
は
‘
常
に
、
各
分
野
の
識
者
の
慈
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
‘
勇
気
を
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得 題
を
か
か
え
る
皆
様
方
の
た
め
に
情
報
を
提
供
す
る
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
い
う

せ
ん
で
し
た
。

ア
の
各
国
か
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
い
う
の
も
全
く
初
め

貝
活
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
申
し
上
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
ぎ
な
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
共
は
二
四
カ
国
の
国
会
議
貝
に
よ
る
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

の
活
動
を
継
続
し
、

―
つ
の
機
関
と
し
て
活
動
を
進
め
‘

そ
し
て
同
じ
よ
う
な
問

こ
の
よ
う
な
形
で
代
表
と
し
て
の
議

そ
し
て
ま
た
人
口
政
策
を
打
ち
出
し
、

ま
た
政
策
を
決
定
す

サ
リ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ロ
・
環
境
•
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
の
ご
賛
同
を

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
参
集
し
た
議
貝
が
人
口
問
題
に
つ
い
て
大
い
に
議
論

得
て
こ
そ
初
め
て
実
現

nJ
能
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
実
行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
‘
ま
さ
に
議
貝
の
賛
同
を

貝
か
自
ら
賛
同
し
、
国
家
レ
ベ
ル
の
活
動
ば
か
り
で
は
な
く
‘
草
の
根
レ
ベ
ル
で

活
動
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
‘
た
だ
た
ん
に
グ
ル
ー
プ
を
結
成
す
る
ば
か
り
で
は
な
く

共
に

ュ
ー
ギ
ニ
ア

ま
た
西
サ
モ
ア
の
諸
国
も
深
い
関
心
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
は
じ
め
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

モ
ル
ジ
プ

モ
ン
ゴ
ル

パ
プ
ア

す
で
に
韓
国
か
ら
も
ご
賛
同
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
し
、
そ
れ
に
パ
キ
ス
タ
ン

ォ
ー
ラ
ム
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
は
‘
私
の
慶
び
と
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
広
報
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
か

こ
の
よ
う
な
形
で
ア
ジ
ア
議
貝
フ

ま
た
ニ

JL
カ

ヽ

今
日

て
の
試
み
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
世
界
的
な
圃
会
議

議
貝
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

ま
た

r

ア
ジ

ぎ
い
ま
す
。

た
ん
に
象
徴
的
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く

具
体
的
な
活
動
か
国
会

世
界
規
模
で
の
活
動
を
考
え
ま
す
と
‘
や
は
り
大
変
う
れ
し
く
感
じ
る
次
第
で
ご

続
し
て
ぎ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
現
在
の
国
会
議
貝
に
よ
る

こ
の
よ
う
な
形
で
開
始
さ
れ
た
活
動
か
‘
約
一

0
年
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
持

決
定
か
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
以
前
に
は
‘
そ
の
よ
う
な
機
関
は
全
く
こ
さ
い
ま

既
＃
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
会
議
員
の
活
動
を
一
堂
に
会
し

と
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
ば
か
り
で
は
な
く
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決
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

教
界
の
リ
ー
ダ
ー
、

官
僚
レ
ベ
ル
か
ら
の
協
力
を
も
と
に
問
題
解

い
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
た
各
界
と
の
協
力
関
係
と
い
う
こ
と
で
も
、

宗

問
題
の
解
決
に
向
け
‘
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
‘
世
界
レ
ベ
ル
で
議
員
を
結
躾
し

ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
国
と
な
り
得
た
の
で
す
。

こ
の
支
援
か
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

ら
お
艇
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗
教
団
休
も
心
か
ら
家
族
計
画
を
支
援

u
計
画
を
進
め
る
に
際
し

宗
教
界
か
ら
の
支
援
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
を
心
か 人

か
ら
も
人
口
問
題
は
大
変
に
す
ば
ら
し
い
進
展
を
み
ま
し
た
。

し
か
し
な
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
き
ま
し
て
は

宗
教
界
の
理
解
と
い
う
点

私
は
ア
ジ
ア

宗
教
界
の

先
は
ど
も
ご
指
摘
か
ご
ざ
い
ま
し
た
が

文
化
の
面
か
ら
考
え
ま
し
て
も
、
イ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
‘
人
口
問
題
で
は
非
常
な
成
功
を
収
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

も
生
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

て
の
国
会
議
貝
の
責
任
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、

こ
れ
に
よ
り
新
し
い
側
面

こ
と
か
、
そ
し
て
ま
た
草
の
根
レ
ベ
ル
で
実
行
す
る
こ
と
が

家
族
問
題
‘

家
族
計
画
問
題
の
議
論
を
行
う

ん。

国
会
議
員
も
具
体
的
に
こ
の
問
題
に
介
入
し
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
プ
ロ
グ
ラ

も い
え
ま
せ
ん
。

全
て
の
国
際
レ
ベ
ル
で
の
活
動
に
お
い
て
も
、
ま
た
私
共
の
国
で

が

ら
こ
よ
り

~
 

最
も
大
苔
な
成
功
か
収
め
ら
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

し

政
策
を
討
議
し
‘

た
だ
議
貝
レ
ベ
ル
、

ム
を
導
人
し
‘

官
僚
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
決
し
て
理
想
的
な
活
動
と
は

や
は
り
人
口
問
題
は
官
僚
レ
ベ
ル
だ
け
で
話
し
合
う
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

そ
し
て
人
口
問
題
‘

し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
政
治
、

国
民
の
代
表
と
し

ド
ネ
シ
ア
は
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の
モ
デ
ル
固
で
ご
ざ
い
ま
す
。

指
導
者
の
方
々
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
の
誤
解
と
い
う
点
に
関
し
、

諸
国
を
歴
訪
し
、
各
国
に
共
通
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
実
見
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
に
心
か
ら
お
慶
ひ
を
申
し
上
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
と
開
発

よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見

し
か
し
な

そ
し
て
幸
せ
な
生
活
の
た
め
の
小
家
族
を
推
進
す
る
こ
と
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い
こ
挨
拶
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
け
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
会
議
貝
の
皆
様
方
の
す
ば
ら
し

最
後
に

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会
を
提
供
い
た
だ
い
た

A
P
D
A
‘
そ

大
会
に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ベ
ル
で
の
賛
同
を
高
め
て
い
苔
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て

国
民
レ

よ
な
く

か
公
式
の
代
表
と
し
て
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ば
か
り
で

大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
国
か
ら

11
人
の
議
員
の
方
々

て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
近
く
バ
ン
コ
ク
で
は
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
三
回

た
り

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
非
常
に
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
審
議
を
し

さ
ま
ざ
ま
の
国
か
ら
ご
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
人
口
問
題
で
は
政
策
レ
ベ
ル
や
官
僚
レ
ベ
ル
ば
か
り
で
は
な
く
‘

し
て
代
表
の
皆
様
方
‘

1
0
月
の
第
三
回

貝
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
‘

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

数
年
間
に
わ

こ
の
ア
ジ
ア
で
、

A
P
D
A
に
よ
る
六
回
目
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議

と
に
な
っ
て
い
く
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
人
々
が
小
家
族
を
支
援
す
る
こ

の
な
か
で
も
、

私
共
は
こ
の
女
性
議
員
会
議
の
計
画
が
実
現
で
き
た
こ
と
を
大
変

の
会
議
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
現
し
え
た
こ
と

：
ッ
テ
ィ
ー
の
代
表
と
し
て
ご
賛
同
い
た
だ
苔
‘
ま
た
ア
ジ
ア
の
二
五
カ
国
が
こ

ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
つ
い
先
は
ど
ハ
ル
ヨ
ノ
委
貝
長
が
申
さ
れ
ま
し
た

の
女
性
議
員
に
よ
る
会
議
も
ニ
ュ
ー
テ
リ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

女
性
の
活
動
‘

る
会
議
も
開
催
さ
れ
た
次
第
で
す
。
こ
の
会
議
に
は
、
松
村
さ
ん
も
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

役
割
、

人
口
の
安
定
化
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
女
性
議
貝
に
よ

よ
う
に
‘
第
一
回
会
議
を
ア
ジ
ア
の
北
京
で
開
催
し
ま
し
た
か

こ
の
た
び
は
初
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ア
ジ
ア
の
人
口
培
加
率
で
あ
り
ま
す
か

六

0
年
代
の
ニ
・
ニ
％
か
ら
八

0
年

お
い
て
も
出
生
率
低
下
の
方
向
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。

は
出
生
率
の
削
的
な
低
下
を
み
て
お
り
ま
す
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
に

域
と
し
て
は
人
口
増
加
率
か
最
も
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て

と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
か
存
在
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し

こ
れ
ら
家
族
計
画
と
人
口
政
策
の
結
果
、

ア
ジ
ア
は
第
三
世
界
の
開
発
途
卜
地

も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

計
画
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
‘
包
括
的
な
人
口
政
策
を
実
行
す
る
国

策
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

七

0
年
代
に
人
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
は
と
ん
ど
か
家
族

こ。i
 
イ
ン
ト

パ
ギ
ス
タ
ン
に
お
い
て
は

j
l
0
年
代
以
降
‘
家
族
計
画
が
国
家
政

こ
の
何
卜
年
に
わ
た
っ
て
‘
ア
ジ
ア
諸
国
は
人
口
問
題
と
よ
り
広
い
開
発
問
題

な
影
響
を
与
え
ま
す
。 い

ま
す
。

さ

が
ア
ジ
ア
に
こ

ア
ジ
ア
の
動
向
は
世
界
人
口
の
動
向
と
展
望
に
大
答

当
い
た
し
ま
す
。

世
界
の
最
も
人
口
か
密
集
し
て
い
る
国
の
一

0
の
う
ち
六
カ
国

八
年
に
三

0
億
の
大
台
に
乗
り
ま
し
た
。

今
日
の
机
界
人
口
の
実
に
六

0
％
に
相

す
で
に
多
く
の
方
々
が
言
及
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
‘
ア
ジ
ア
の
人
口
は
一

JL
八

ご
挨
拶
を
申
し
上
け
ま
す
。

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
に
参
組
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
の

加
各
国
の
皆
様
、
サ
テ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
に
代
わ
り
、
第
六
皿
人

サ
リ
ム
閣
ド

ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ヨ
ノ
国
家
家
族
計
画
調
整
委
貝
会
委
貝
長
、
参

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
会
議
長

I

ッ
タ
ー
ル
・

A
F
P
P
D
事
務
総
長

エ
ミ
ル

（
国
連
人
口
基
金
渉
外
•
広
報
局
長

J
・
S
・
シ
ン
代
読
）

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

目
標
を
設
定
し
、

障
害
を
釆
り
越
え
て
…
…

国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
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い
国
々
で
は
家
族
計
画
も
大
い
に
成
功
し
て
お
り
ま
す
。

文

化

フ

ィ

リ

ピ

ン

は

例

外

で

ィ

リ

ピ

ン

が

ち

ょ

っ

と

例

外

で

あ

り

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

う

い

っ

た

識

字

率

の

高

マ
レ
ー
シ
ア
‘

識

字

率

が

高

い

に

も

か

か

わ

ら

ず

人

口

増

加

率

が

低

下

し

て

お

り

ま

せ

ん

。

中
国
、

ス
リ
ラ
ン
カ
‘
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

フ

七

0
％

以

上

の

識

字

率

を

達

成

し

た

ア

ジ

ア

の

国

に

は

韓

国

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

ろ
に
よ
る
と
す
で
に
七
四
％
、

し
か
も
今
後
さ
ら
に
向
上
し
て
い
ぎ
ま
す
。

大
幅
に
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま

た

‘

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

識

字

率

は

聞

く

と

女

性

の

地

位

は

高

く

‘

労

働

力

に

占

め

る

タ

イ

の

女

性

の

割

合

も

こ

の

二

0
年
、

く
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ

う

い

う

意

味

で

、

タ

イ

社

会

に

お

け

る

タ

イ

に

お

い

て

は

識

字

率

が

八

九

％

に

な

っ

て

お

り

、

近
い
将
来
一

0

0
％

近

提
と
な
り
ま
す
。

ム

が

あ

る

と

い

う

こ

と

、

さ

ら

に

強

力

な

政

治

の

参

加

が

あ

る

と

い

う

こ

と

が

前

ス
の
提
供
‘

そ

れ

に

加

え

て

と

り

わ

け

女

性

を

中

心

と

し

た

識

字

率

の

向

上

と

い

う
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
し
、

基

本

的

な

医

療

サ

ー

ビ

そ

れ

か

ら

こ

う

い

っ

た

管

理

部

門

に

お

い

て

調

整

さ

れ

た

プ

ロ

グ

ラ

貝

会

議

で

も

討

議

さ

れ

た

わ

け

で

す

が

‘

貧

困

の

撲

滅

向

t
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

に

お

け

る

女

性

国

会

議

ま

た

社

会

に

お

け

る

女

性

の

役

割

り

と

地

位

の

切

で

あ

り

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家

族

計

画

に

関

す

る

情

報

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

が

大

タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
‘

こ

の

劇

的

な

出

生

率

は

自

主

的

な

家

族

計

画

プ

ロ

そ

の

た

め

ア

ジ

ア

は

世

界

の

人

口

の

増

加

分

の

半

分

を

毎

年

増

や

し

続

け

し

、

持

続

的

経

済

開

発

を

達

成

す

る

う

え

で

の

前

提

条

件

と

な

り

ま

す

。

グ

ラ

ム

を

実

施

す

る

こ

と

に

よ

り

逹

成

か

可

能

だ

と

い

う

こ

と

を

実

証

し

た

国

て

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
成
功
す
る
と

て
お
り
ま
す
。

ヽ

し

か

し

人

口

の

課

題

を

解

決

す

る

と

い

う

こ

と

か

環

境

を

保

全

ど

も
々

と

し

て

進

ん

で

い

な

い

こ

と

に

よ

り

、

ス

リ

ラ

ン

カ

は

例

外

で

あ

り

ま

す

け

れ

段

か

大

苔

い

と

い

う

こ

と

と

‘

南

ア

ジ

ア

に

お

い

て

は

出

生

率

の

低

下

か

ま

だ

遅

増

加

率

は

-
％
か
ら
三
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し

か

し

ア

ジ

ア

の

人

口

規

代
の

八
％
ま
で
低
ド
し
ま
し
た
。

そ

れ

に

比

べ

て

南

米

と

ア

フ

リ

カ

の

人

口
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ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
第
六
回

A
P
D
A
会
議
の
成
功
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
こ

る
と
い
う
こ
と
が
申
せ
る
か
と
思
い
ま
す
。

らょ

社
会
的
な
制
約
、

さ
ら
に
貧
困
が
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
原
因
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
す
。

人
口
の
分
布
と
い
う
こ
と
も
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
各
国
か
直
面
し
て
い
る
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
す
る
都
市
化
の
こ
と
も
今
回
の

こ
れ
以
上
集
中
さ
せ
な
い
で
技
術
的
な
近
代
化
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か

国
家
の
政
策
立
案
者
の
当
面
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
国
連
人
口
甚
金
か
行
な
っ
た
ア
ジ
ア
の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
に
よ

な
ぜ
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
展
し
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

と
り
わ
け
女
性
を
中
心
に
教
育
の
レ
ベ
ル
や
識
字
率
が
低
い
と
い
う
こ

家
族
計
画
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
訓
練
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
あ

目
標
を
設
定
し
、

文
化
的
、

ア
ジ
ア
は
他
の
開
発
地
域
に
先
が
け
て
人
口
と
開
発
の
モ
デ
ル
と
な
り
う

制
度
的
な
障
害
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
な

が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

で
開
か
れ
た

「
-
―
一
世
紀
の
人
口
に
関
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
も
こ
の
こ
と

げ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
議
長
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
‘
八
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ

、
つ
こ
と

’ヽ> と
い
う
こ
と
、
早
期
結
婚
、
充
分
な
医
療
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と

と
‘
貧
困
が
蔓
延
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
‘
男
子
を
老
後
の
保
険
に
使
っ
て
い
る

ヽ

？
こ
と

そ
の
い
く
つ
か
の
原
因
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
女
性
の
地
位
が
低
い
と
い

‘,'’ 
ー

ゞ

う
こ
と
カ

ヽ

と
し

る
の
か

工
業
人
口
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
の
か
‘

そ
し
て
人
口
を
都
市
国
に

ど
う
す
る
の
か
、
都
市
の
ス
ラ
ム
に
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
提
供
す

の
拡
大
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
村
地
域
の
開
発
を

会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

現
在
、

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
都
市
圏

的

そ
れ
に
家
族
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
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か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
っ
て
植
民
地
時
代
を
経
験
し
た
と

と
い
う
こ
と
は
、
第
一
に
は
半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
り
植
民
地
時
代
を
経
験
し
た

多
く
の
困
難
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
民
が
大
苔
な
困
難
を
抱
え
て
き
た

よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
は
非
常
に

皆

様

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
‘
次
の

ま
さ
に
国
際
的
な
協
力
が
必
要
な
間
題
で
あ
り
ま
す
。

開
発
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
の
国
会
議
貝
が
集
ま
っ
て
会
議
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
あ

い
て
話
し
合
い
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り

さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
の
専
門
家
が
集
合
し
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
‘

こ
れ
は
議
貝
だ
け
が
参
加
を
し
て
行
う
会
議
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

人
口
と
開
発
の
問
題
は
世
界
の
平
和
と
非
常
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

人
口
と
開
発
の
問
題
は
一

り
ま
せ
ん
。

つ
の
国
家
や
政
府
か
単
一

で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ

こ
の

す
。 ま

す
。

ヽ

し
た
が
っ
て

こ
の
会
議
は
国
会
議
貝
だ
け
で
は
な
く

々
に
大
き
な
影
響
を
、

ま
た
人
類
の
将
来
を
決
定
す
る
よ
う
な
重
要
な
問
題
に
つ

り
ま
す
。

非
常
に
重
要
な
人
口
と
開
発
に
関
す
る
問
題
‘

こ
の
ア
ジ
ア
地
域
の
人

ラ
ム
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
会
議
の
目
的
は
本
来
、

人
口
と

げ
ま
す
。

こ
の
会
議
は
‘

A
P
D
A
並
び
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
口
と
開
発
フ
ォ
ー

そ
し
て

A
P
D
A
の
皆
様
‘

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
へ
の
ご
参
会
を
歓
迎
申
し
上

そ
し
て
ご
参
会
の
皆
様
、
ま
ず
最
初
に
、
第
六
回
人

準
備
委
貝
会
の
皆
様
方
、

ま
た
各
国
国
会
議
貝
の
皆
様
方
‘

カ

リ

ス

．
 

国
際
的
協
力
で
間
題
解
決
を

大
使
の
皆
様
方
、

ス

フ

ド

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
会
議
長
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か
ら

の
授
か
り
も
の
と
い
う
主
旨
が
憲
法
の
序
文
の
中
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

人
口
と
環
境
の
問
題
は
確
固
と
し
た
道
徳
的
義
務
に
指
導
さ
れ
て
い
か
な

で
す

先
は
ど
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
環
境
は
全
能
の
神
か
ら

を
実
現
す
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

い
の
は
‘
我
が
国
の
国
家
開
発
で
は
常
に
個
人
と
そ
の
環
境
の
調
和

バ
ラ
ン
ス

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
私
は
ご
参
会
の
皆
様
方
に
巾
し
上
け
た

か
ら
、
確
固
と
し
た
政
治
的
な
戦
略
に
晶
づ
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
理
由
か
ら
‘

国
家
開
発
実
行
の
初
期
の
時
点

と
に
よ
り
環
境
を
維
持
し
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
現
在
と
将
来
に
わ
た
る
開
発

政
策
を
打
ち
出
し
、
我
か
国
の
天
然
資
源
を
管
理
し
、
ま
た
適
正
利
用
を
図
る
こ

資
源
あ
ふ
れ
る
土
地
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
全
能
の
神
の
恩
恵
に
‘

常
に
感

こ
の
憲
法
の
理
想
に
甚
づ
き
ま
し
て
、
国
会
国
家
協
議
会
の
代
表
者
達
は
国
家

そ
し
て
国
民
の
福
祉
の
た
め
の
最
高
に
て
最
良
の
利
用
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す

環
境
と
人
口
問
題
の
解
決
を
推

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

源
に
高
む
こ
の
土
地
は
‘
そ
の
国
民
の
繁
栄
の
た
め
に
最
大
に
活
用
さ
れ
る
べ
し
‘

謝
の
念
を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
‘

憲
法
の
三
三
条
に
は
土
地
‘
水
、
天
然
資

り
ま
す
。

私
共
は
自
由
の
み
で
な
く
‘

肥
沃
な
土
壌
‘

そ
し
て
ま
た
広
大
な
天
然

神
の
御
加
護
に
て
の
み
こ
の
自
由
を
勝
ち
取
っ
た
と
‘
序
文
に
も
書
き
添
え
て
あ

我
が
国
の
一
九
四
五
年
制
定
憲
法
は
‘
独
立
を
遂
げ
た
建
国
の
父
達
は
全
能
の

戦
争
に
勝
ち
、
そ
し
て
自
由
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

そ
し
て
全
知
全
能
の
神
の
御
加
護
も
あ
り
、
我
々
は
こ
の イ

を
受
け
、
独
立
戦
争
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
一
九
四
五
年
八
月
一
七
日
、

も
ち
ろ
ん
‘

ン
タ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
も
非
常
に
大
ぎ
な
武
力
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
、

ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
民
は
竹
の
棒
な
ど
し
か
持
っ
て
い
な
い
状
況
で
こ
の
元
宗
主
国

オ
ラ

ネ
シ
ア
は
独
立
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
は
り
元
宗
主
国
か
ら
の
攻
撃

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ト

難
を
経
験
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
非
常
に
後
進

い
う
こ
と
は

こ
の
国
の
国
民
が
精
神
的
、
あ
る
い
は
物
理
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
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ヽ

な
く

て
お
り
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
か
つ
い
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
撤
退
し
た
時
点
で
も

ま
だ
ま
だ
次
々
と
度
重
な
る
暴
動
‘

六
九
年
に
な
っ
て
初
め
て
開
発
計
画
で
あ
る
第
一
次
五
カ
年
開
発
計
画
に
消
手
す

た
適
正
な
開
発
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
常
に
そ
の
自
然
の
機
能
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
な
く
‘

機
能
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
計
画
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

祉
の
向
上
‘

も
幸
せ
で
、

た
一
般
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
‘

そ
の
他
の
適
切
な
立
法
措
償
を
と
り
つ
つ
‘

政
府
、
省
庁
‘

で
は
、
非
常
に
旧
弊
で
頑
固
な
伝
統
も
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
家
族
計
画
は
た
だ
単
に
人
口
を
管
理
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
の
み
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
‘

そ
し
て
ま
た
社
会
の
質
の
改
善
が
必
要
と
な
っ
て

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
目
標
に
は
逹
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

障
害
を
乗
り
越
え
つ
つ

今
日
の
段
階
に
到
達
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
過
程

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な

女
性
団
体
が
＿
丸
と
な
り
、

さ
ら
に
宗
教
界
の
指
導
者

人
口
増
加
を
抑
制
す
べ
く
‘

国
会
議
貝
‘

社
会
の
指
導
者
層
、

ま

盟
か
な
家
族
の
概
念
を
実
現
す
べ
く
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

た
我
が
国
の
憲
法
の
主
旨
に
応
え
る
た
め
に
‘
私
共
は
当
初
よ
り
小
人
数
な
が
ら

そ
し
て
ま
た
人
口
問
題
に
お
け
る
国
民
の
知
的
水
準
の
向

L
と
い
っ

ご
参
席
の
皆
様
、
私
共
の
憲
法
の
主
旨
に
応
え
る
た
め
に

つ
ま
り
一
般
の
福

択
的
な
植
樹
を
行
っ
た
り

自
然
の 選

例
え
ば
森
林
の
利
用
を
例
に
挙
げ
ま
す
と

そ
し
て
、
私
共
は
天
然
資
源
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ

そ
し
て
ま

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
真
剣
な
開
発
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

め
に
資
金
も
軍
隊
も
す
べ
て
を
投
人
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
一
九

そ
し
て
ま
た
政
治
的
な
動
乱
を
平
定
す
る
た

独
立
戦
争
の
後

オ
ラ
ン
タ
と
の
独
立
戦
争
の
さ
中
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
四
五
年
か
ら

h

0
年
の

開
発
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か

そ
の
時
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
対

ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
五
年
、
諸
外
国
か
再
建
‘

諸
外
国
と
比
べ
ま
す
と
‘

そ
し
て
ま
た

我
が
国
の
開
発
へ
の
取
り
組
み
は
後
発
組
で
ご
ざ
い

こ
人
口

~. 

環
境
省
を
設
憤
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
‘

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
九
七
八
年
か
ら
政
府
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い
ま
し
た
。

大
に
し
て
文
明
化
し
た
人
間
的
活
動
と
申
せ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

皆
様
の
活
動
こ
そ
が

援
助
を
得
る
に
ふ
さ
わ
し
い
国
々
に
対
す
る
、
公
明
正

嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

大
変

ま
だ
貧
困
問
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
な

解
決
や
解
決
施
策
を
共
に
見
い
出
し

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な

最
後
に
な
り
ま
し
た
が

ご
参
会
の
皆
様
方
‘
今
回
の
ご
出
席
に
心
か
ら
感
謝

い
と
私
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

自
国
ば
か
り
で
な
く
他
の
他
国
の
経
験
か
ら
も
学
び
た

分
の
国
か
ら
ば
か
り
学
ぶ
と
い
う
の
で
は
な
し
に
‘

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
わ
ざ
に
も

て
ま
た
互
い
に
利
益
を
得
‘
恩
恵
を
与
え
合
う
た
め
の
会
合
で
ご
ざ
い
ま
す
。

自

申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
各
国
の
経
験
‘

そ
し

私
は
今
ま
で
人
口
‘

開
発
‘

そ
し
て
環
境
に
つ
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
験
を

て で
ご
ざ
い
ま
す
が

そ
し
て
ま
た

全
人
類
の
福
祉
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
国
際
的
な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

援
助
の
享
受
国

私
共
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
い
つ
の
日
か
は
諸
外
国
に
対
し
ま
し

援
助
の
で
き
る
側
に
な
り
た
い
と
感
じ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

図
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
‘

そ
し
て
ま
た
‘

そ
し
て
ま
た
人
口
•
環
境
問
題
の
解
決
を

そ
し
て
ま
た
‘

見
識
を
交
換
し
、

こ
の
会
議
を
通
し
、

い
国
々
の
人
々
に
も
適
し
た
解
答
を
引
ぎ
出
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
ら
‘

ぎ
る
と
巾
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
‘

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
が
で
苔
て
こ
そ
初
め
て
世
界
平
和
を
維
持
し
、

- 30 -



児
童
福
祉
法
か
制
定
さ
れ
て
母
十
保
健
行
政
の
礎
か
築
か
れ

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
こ
と
も

弔
要
な
政
策
課
題
で
し
た
。

児
箪
保
護
対
策
の

一
九
四
七
年
に

母
性
の
保
護
、
女
性
の
権
利
の
尊
重
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
す
。

口
の
過
度
の
増
加
を
抑
え
る
の
に
効
果
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
主
た
る
目
的
は

は
政
府
に
よ
る
受
胎
調
節
の
事
業
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
施
策
は
人

は
な
く
‘
適
切
な
家
族
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

一
九
五
二
年
に

ま
し
た
。

し
か
し
、
御
水
知
の
よ
う
に
中
絶
は
母
体
の
健
康
上
望
ま
し
い
も
の
で

は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
も
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

一
定
の
条
件
の
下
で
人
/
妊
娠
中
絶
が
合
法
化
さ
れ
、
加
え
て
一

JL
四
九
年
か
ら

-
J
L
四
八
年
に

「
優
生
保
護
法
」

が
制
定
さ
れ

さ
な
家
族
」

が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
を
国
民
が
自
ら
感
じ
と
っ
て
い
た
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。

母
体
の
健
康
上
の
埋
由
等
‘

急
激
に
ド
が
り
ま
し
た
か

こ
れ
は

こ
の
よ
う
な
困
難
な
生
活
の
中
で
は

7
 

小

い
て
は
生
活
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
か
過
ぎ
た
の
ち
、
出
生
率
は

こ
の
時
期
、
食
物
は
不
足
し
‘
住
居
は
ひ
ど
く
み
じ
め
で
、
特
に
都
市
部
に
お

万
が

-
J
L
五

0
年
に
は
八
千
三
百
万
に
〉
。

.
―
―
^
〉
も
あ
っ
て
、

人
口
は
急
激
に
増
加
し
ま
し
た

〈
一
九
四
五
年
に
七
千
二
百

に
伴
う
い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム

〈
一
九
四
七
年
の
出
生
率
は
人
口
千
対
三
四

戦
後
、
非
常
に
多
く
の
人
々
の
外
地
か
ら
の
帰
還
に
加
え
て
、
結
婚
ラ
ッ
シ
ュ

族
計
画
の
施
策
と
関
連
づ
け
な
が
ら
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
‘
過
去
半
世
紀
は
ど
の
間
の
日
本
の
人
口
の
動
向
を
‘

セッシ ヨ ンII

カントリーベーパー

参
議
院
議
員

高

桑

8
本
の
人
＂
動
向
と屈

子
保
健

母
子
保
健
・
家

栄

松
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乳
児
死
亡
率
は

一
九
五

0
年
に
は
出
生
千
対
六

0
と

米
国
や
英
国
の
約
二

れ
て
い
ま
す
。

ど
も
の
成
長
す
る
環
境
や
札
会
の
活
力
に
影
郷
咋
か
出
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
‘
現
府
で
は
出
生
率
か
減
少
し
過
ぎ
て
し
ま
い

［
 

ヽ
~

一
九
八
八
年
に
は

六
」
ハ
と
‘
枇
界
て
も
最
低
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
下
か

標

で

あ

る

合

計

特

殊

出

生

率

を

見

て

も

一
九
六

0
年
代
後
半
に

．
 

一
を
下

lU

出
生
率
で

i
O
•
八
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
の
女
性
か
ら
生
れ
る
子
の
数
の
指

の
後
は
低
下
傾
向
は
持
続
し

一
九
八
八
年
に
は
出
生
数
で
約
百
三
十
一
万
四
千

出
光
に
よ
る
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
出
生
率
は
や
や
高
く
な
り
ま
し
た
が
‘

そ

六

0
年
代
後
半
か
ら

i

九
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て
は

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
冊
代
の

五
年
に
は
―

1
0
を
下
回
り
ま
し
た
。

そ
の
後
卜
七
ー

1
八
程
度
で
推
移
し

t

L

 

l.
•~ 

出

生

率

は

戦

後

の

ベ

ビ

ー

ブ

ー

ム

期

か

過

ぎ

た

後

急

激

に

低

下

し

-
J
L
五

い
ま
す
。

こ
こ
で
、
簡
~
甲
に
‘
日
本
の
母

f

保
健
指
椋
の
動
向
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思

プ
ク
ラ
ス
の
水
準
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

死
亡
も
大
苔
く
改
善
き
れ

乳
児
死
亡
率
に
関
し
て
は
‘
近
年
、
世
界
で
も
ト
ッ

周

産

期

死

亡

や

妊

産

婦

れ
ま
し
た
。

ま
た

九
六

年

に

は

達

成

さ

れ

て

い

た

国

民

皆

保

険

に

加

え

て

ト
の
削
設
、
日
十
期
発
見
•
早
期
対
応
に
よ
り
予
防
が
可
能
な
先
天
竹
代
謝
異
常
等

を
中
心
と
す
る
母
千
保
健
対
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

の
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
心
身
障
害
の
発
生
予
防
を
図
る
事
業
も
開
始
さ

母
子
の
公
費
負
担
匝
療
の
拡
充
な
ど
も
進
展
し
ま
し
た
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

状

況

の

下

て

‘

母

子

保

健

法

の

理

念

に

衷

打

ち

さ

れ

て

、

健

康

診

莉

や

保

健

指

導

経
済
は
高
度
成
長
を
続
け
‘
衛
生
水
準
も
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な

一
九
六

h
年
に
至
り
母
子
保
健
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ

日
本
の

さ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て

i

者
名
な
乳
児
死
亡
の
減
少
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。

め
の
母

f
保

健

健

康

セ

ン

タ

ー

、

新

生

児

訪

問

指

導

三

歳

児

検

診

な

ど

か

開

始

一
環
と
し
て
、
母
子
の
保
健
指
導

未
熟
児
対
策
‘
施
設
内
八
JJ

娩
を
促
進
す
る
た
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母
子
健
康
手
帳
は
‘
婦
人
が
奸
娠
し

こ
の
保
健
所
の
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
と
、
母

f
健
康
手
朝
の
普
及
は

職
員
を
抱
え
る
約
八
五

0
の
保
健
所
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
心
的
な
実
施
主
体
て
す
。

実
隙
の
業
務
の
多
く
は
‘
医
師
、
保
健
婦
等
の
専
門

都
道
府
県
は
‘
母
＋
健
康
手
軌
の
交
付

妊
産
婦
・
乳
幼

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

技
術
指
針
の
提
示

国
は
‘
法
令
‘
予
算
拮
岡

分
担
し
つ
つ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
協
力
し
て
ぎ
た
住
民
組
織
や
民

H
本
の
母
子
保
健
行
政
は
、
国
、
都
道
府
県
‘
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

策
の
現
状
に
つ
い
て
‘
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

倍
で
し
た
。

指
椋
と
同
様
‘

こ
こ
で
、

（
早
期
新
牛
児
死
亡
）
を
合
わ
せ
た
数
』

低
酸
素
症
、

欧
米
諸
国
と
比
較
す
る

日
本
の
人
口
政
策
に
関
し
て
そ
の
重
点
と
も
い
う
べ
き
母
十
保
健
対

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
休
か
果
し
た
役
割
も
大
苔
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

児
の
健
康
診
令
‘

（
補
助
金
）

実
施
規
範
の
整
備
‘

未
熟
児
対
策
‘

や
行
政
通
知
等
を
通
じ
て
甚
本
方
針
や

地
域
差
の
是
正
‘

研
究
事
染
の
推
進
等

母
子
の
保
健
指
導
‘

母
子
の
公
費
負
担
医
療
等
‘

保
健
の
大
答
な
特
徴
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

母
子
保
健
事
業
の

日
本
の
母
子

と
未
だ
改
善
の
余
地
が
大
ぎ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

経
年
的
に
は
改
善
を
ホ
し
て
い
ま
す
か

出
牛
十
万
に
対
す
る
妊
廂
婦
死
亡
率
は
一

J
L八
八
年
、
九
•
六
で
、
他
の
死
亡

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
一
九
八
八
年
六
•
五
で
、
国
際
比
較
の

L

で
も
か
な
り
良

て
‘
母
体
の
健
康
状
態

出
産
前
後
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
状
況
等
を
反
映
す
る
と
さ

未
満
の
死
亡

の
、
出
生
千
に
対
す
る
比
」

周
廂
期
死
亡
率
は
‘

H
本
で
は

7 

『
妊
娠
満
二
八
週
以
後
の
死
産
と
生
後
七
日

娩
仮
死
及
び
そ
の
他
の
呼
吸
器
病
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
死
因
の
第
一
位
は
先
犬
異
常
‘
第
二
位
は
出
産
時
外
傷

分

レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
死
亡
の
原
因
て
は
‘
肺
炎
や
下
痢
か
激
減
し

ま
し
い
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
り

一
九
八
八
年
に
は
四
•
八
と
棋
界
で
も
ト
ッ
プ

そ
の
後
の
乳
児
死
亡
率
の
低
下
は

日
本
の
母
子
保
健
の
最
も

H
覚
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き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

母
子
保
健
施
策
と
人
口
の
高
齢
化
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
か
必
要
と
な
っ
て

ま
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
視
点
に
立
っ
て
、
よ
り
き
め
の
細
か
い

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
は
将
来
の
社
会
を
さ
さ
え
て
い
く
た
め
の
さ
ま
さ

国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多
様
化
し
、
母
子
保
健
に
対
す
る
ニ
ー
ド
も
高
度
と

人
口
の
高
齢
化
等
‘
母
子
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
は
大
答
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

f
化
‘
核
家
族
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

更
に
、
都
市
化

女
性
の
杜
会
進
出
‘

準
は
著
し
い
改
善
を
み
た
わ
け
で
す
が

他
方
、
出
生
率
の
低
下
は
必
然
的
に
少

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
母

f
保
健
は
、
戦
後
柑
実
に
前
進
し
、
そ
の
水

を
維
持
す
る
た
め
の
知
識
、

す
な
わ
ち
教
育
か
大
ぎ
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

少
産
少
死
の
確
保
は
、
医
療
の
整
備
と
相
ま
っ
て
家
族
計
画
並
ひ
に
家
族
健
康

プ
ラ
ト
ー
状
態
か
ら
漸
減
に
転
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
人
口
は
二

0
一
三
年
に
ピ
ー
ク

（
一
億
三
千
六
百
万
人
）
に
逹
し
、
以
後

る
よ
う
に
‘
明
ら
か
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

我
国
の
戦
後
に
お
け
る
人
口
培
加
抑
制
は
‘
出
生
率
の
劇
的
な
低
下
に
見
ら
れ

題
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
‘
私
の
話
の
し
め
く
く
り
に
、
日
本
の
人
口
動
向
の
間
題
点
と
今
後
の
課

情
報
伝
逹
等
‘

こ
の
よ
う
な
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

推
進
貝
‘

独
自
の
民
間
組
織
で
あ
る
愛
育
班
貝
等
が
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
へ
の

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
市
長
村
長
の
委
嘱
を
受
け
て
活
動
す
る
母
子
保
健

に
つ
い
て
、
保
健
指
導
や
相
談
事
業
の
一
部
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

さ
て
‘
市
町
村
で
は
‘
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
日
常
生
活
に
密
府
し
た
部
分

ど
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ヽ

録
と
し
て

お
母
さ
ん
か
い
つ
も
持
ち
歩
く
も
の
で

市
町
村
に
妊
娠
の
届
出
を
行
っ
た
と
ぎ
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

母
と
子
の
健
康
の
記

健
康
教
育
や
健
康
診
査
な
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天ガら与えられだ使命
佐

藤

隆

A
F
P
P
D
議
長
が
代
表
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
で
の
開

に
丁
寧
に
握
手
を
交
わ
し
た
。

に
到
着
し
た
一
行
を
出
迎
え
た
大
統
領
は
一
人
一
人
と
‘
に
こ
や
か

緑
が
目
に
し
み
る
広
大
な
庭
園
を
通
り
、
接
見
場
白
亜
の
ホ
ー
ル

南
国
の
太
陽
か
ギ
ラ
キ
ラ
と
照
り
輝
や
く
二
二
日
朝
、
各
国
の
国

会
議
貝
代
表
は
‘

表
敬
訪
問
し
た
。

午
前
九
時
‘

大
統
領
官
邸
に
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
を
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状
況
を
説
明
し
た
。 f

供
の
教
育
費
の
一
助
に
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る

イ
プ
リ
ッ
ト
の
コ
コ
ナ
ツ
な
ど
四
年
た
っ
と
実
が
な
る
植
林
兼
用
の

供
に
奨
学
金
を
出
し
て
い
る
は
か
‘
参
加
者
に
は
ヤ
シ
の
タ
ネ

ノ‘

い
る
人
に
は
メ
ダ
ル
を
出
し
た
り

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ド
や
、

f

進
め
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
長
年
、
家
族
計
画
に
参
加
し
て

教
義
に
逆
ら
わ
ず

と
い
う
政
策
に
理
解
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
」

と
指
摘
。
”
小
さ
く
て

ゞ

ー

カ

小
さ
な
家
族

「
イ
ス
ラ
ム
教
か
ら
の
支
持
が
あ
っ
た
か
ら
で

宗
教
界
の
リ
ー
ダ

ま
た

人
口
問
題
が
成
功
し
つ
つ
あ
る
の
は

必
要
性
を
呼
び
か
け
た
。

で
あ
り

し

開
発
と
人
口
問
題
は
非
常
に
密
接
で 技

術
援
助
を
頂
き
た
い
。

立
つ
。

政
治
家
の
果
た
す
役
割
り
は
大
き
い
。

こ
と
は
で
き
な
い
が

成
功
例
や
失
敗
例
は
比
較
研
究
の
上
で
役
に

流
し
て
は
し
い

と
述
べ
、

る
」

と
切
り
出
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
各
国
の
経
験
を
活
発
に
交

こ
の
大
切
な
問
題
と
取
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
感
謝
す

ら
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
の
人
口
•
開
発
問
題
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
と
‘

る
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
人
口
と
開
発
‘

命
で
あ
る
。

報
を
得
て
各
国
の
や
り
方
を
学
び
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、

幸
福
な
家
族
“

タ
ネ
を
渡
し
‘

「
主
権
国
家
と
し
て
意
見
を
強
要
す
る

づ
く
り
の
た
め
、

な
る
べ
く
多
く
の
情

国
家
開
発
の
重
要
な
課
題

国
民
生
活
を
良
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と
情
報
交
換
の

二
人
の
子
供
を
持
っ
た
幸
福
な
家
庭
を
ー
|

家
族
計
画
を

環
境
問
題
の
解
決
は
‘
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
使

ね
ぎ
ら
い

歓
迎
の
挨
拶
に
立
っ
た
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
は
‘
先
ず
一
行
の
労
を

卒
先
し
て
圃
問
題
を
指
揮
し
‘

指
導
し
て
い
る
姿
勢
を
高
く
賞
賛
す

催
協
力
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
明
、
さ
ら
に
昔
話
を
ま
じ
え
な
が
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スハルト大統領（右から 2人目）を表敬した各国議員代表

に
か
け
る
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
感
じ
た
。

と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た
同
大
統
領
の
表
情
か
ら
は

人
口
と
問
題

将
来
は
‘
百
万
人
参
加
を
め
ざ
し
、
国
民
生
活
を
豊
か
に
し
た
い
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あ
る
。 バ

ン
ジ
ャ
ー
ル
と
は
部
落
レ
ベ
ル
の
生
活
共
同
体
で
、
構
成
貝
は
七
十
五
か
ら

歓
迎
を
受
け
た
。

翌
朝
ジ
ン
バ
ラ
ン
部
落
の
集
会
所
を
訪
問
。

村
民
や
役
人
な
ど

バ
リ
の
デ
ン
パ
サ
ー
ル
国
際
空
港
に
到
済
。

族
計
画
が
成
功
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
、

バ
リ
島
を
訪
問
し
た
。

i'r'Fi
‘
 

一
ノ
イ
ー

バ
ン
ジ
ャ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
最
も
家

こ。f
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
日
本
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
分
野
で
の
援
助
活
動
現
場
、
政

問
。
今
回
も
こ
の
目
的
に
そ
っ
て
、
国
連

（
主
に

U
N
F
P
A
)
、

る
と
い
う
こ
と
で
、

過
去
、

ネ
パ
ー
ル
国
、
中
国

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
等
を
訪

な
い

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ロ
・
開
発
事
情
国
会
識
員
視
察

開
発
事
情
視
察
」
を
行
な
っ
た
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
人
ロ
・

参
加
議
貝
は
‘
桜
井
新
・
衆
議
院
議
貝
（
団
長
代
理
）
、
三
治
重
信
・
参
議
院

議
貝
（
副
団
長
）
、

伊
藤
忠
治
・
衆
議
院
議
貝
、
広
中
和
歌
子
・
参
議
院
議
貝
と
‘

専
門
家
と
し
て
黒
田
俊
夫
・
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
か
同
行
し
た
。

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
期
待
が
大
き
い
日
本
の
国
際
協
力
の
役
割
を
考
察
す

府
要
人
と
の
懇
談
等
、

三
月
十
八
日
夜
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
人
口
•
開
発
事
情
の
現
状
を
視
察
し

百
人
位
の
家
長
の
男
性
‘

あ
る
い
は
既
婚
の
男
性
か
ら
な
り
、

等
部
落
に
関
わ
る
こ
と
を
決
定
す
る
、

I
P
P
F
の

約
七
十
名
の

冠
婚
葬
祭
、

儀
礼

千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
自
治
的
組
織
で

国
で
の
貧
困
等
、

地
球
的
課
題
に
対
し
、

日
本
の
国
会
議
貝
が
現
地
の
視
察
を
行

こ
の
視
察
の
目
的
は
‘
深
刻
化
す
る
世
界
人
口
増
加
‘

環
境
悪
化
、
開
発
途
上

る
ア
ジ
ア
国
会
議
貝
代
表
者
会
議
」

に
先
が
け
て

平
成
二
年
三
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

ょ
第
六
回
人
口
と
開
発
に
関
す
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つ
か
が
え
た
。

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
何
等
か
の
仕
事
を
持
ち
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
姿
勢
が

ヽ
こ
。

て
し

f

若
い
母
親
達
の
子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
や
、
女
性
の
九

が
短
く
な
っ
た
の
で
、
仕
事
や
内
職
が
で
き
、
生
活
が
向
上
し
て
い
る
LO

と
答
え

人
で
十
分
で
、

親
も
家
族
計
画
に
つ
い
て
理
解
を
示
し
て
い
る
。

広
中
議
貝
の
質
問
に
‘

六
人
兄
弟
の
末
っ
子
だ
と
い
う
婦
人
が
、

「
子
ど
も
は

短
時
間
で
あ
っ
た
が

村
の
主
婦
達
と
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
。

゜
う
ヽ

J

と
し

ゞf
 

こ
の
村

を
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

抑
制
は
個
々
の
家
族
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く

人
口

の
全
戸
の
地
図
が
張
ら
れ

バリ島ジンバラン集会所を訪ねて~一

中央、広中議員、右隣三治議員。

い
る
。

集
会
所
の
壁
に
は
村

い
る
夫
婦
を
含
む
全
て
の
適

現
在
家
族
計
画
を
実
行
し
て

る。

バ
ン
ジ
ャ
ー
ル
の
長
は

の
配
布
等
）
を
行
な
っ
て
い

家
族
計
画
の
必
要

供
と
サ
ー
ビ
ス

（
避
妊
用
具

齢
夫
婦
の
記
録
を
把
握
し
て

各
家
庭
の
避
妊
の
方
法
に
応
じ
て
色
分
け
さ
れ
た
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

深
刻
な
社
会
問
題
解
決
の
た
め
‘

共
同
体
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
村
民
に
浸
透
さ
せ
る
よ
う
活
動

こ
の
バ
ン
ジ
ャ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
家
族
計
画
の
実
施
に
よ
り
、

に
あ
る
九
つ
の
バ
ン
ジ
ャ
ー
ル
で
は
八
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
家
族
計
画
の
実
行
者

子
育
て
の
時
間

に
関
す
る
教
育
、

情
報
の
提

性
を
認
識
さ
せ
、
家
族
計
画

を
通
し

画
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

ル
の
組
織
の
集
会
で
家
族
計

こ
の
強
力
な
バ
ン
ジ
ャ
ー
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て
も
ら
っ
た
。

フ
ド
国
会
議
長
の

こ
の
神
か
ら
授
か
っ
た
国
の
環
境
を
ど
う
し
て
も
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

『
国
は
神
か
ら
の
授
か
り
物
で
あ
る
と
国
民
は
信
じ
て
い
る
。

二
十
一
日
九
時
、
国
会
内
に
お
い
て
カ
リ
ス
・
ス
フ
ド
国
会
議
長
を
表
敬
。

ス

隊
貝
十
六
名
が
参
加
し
、

現
地
で
の
苦
労
話
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
披
露
し

そ
の
夜
‘

青
年
海
外
協
力
隊
貝
と
の
懇
談
を
行
な
い

各
地
で
活
躍
中
の
協
力

て
い
る
様
子
を
視
察
し
た
。

本
人
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り

四
人
の
日

策
‘
寄
生
虫
感
染
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

語
っ
た
。

懇
談
内
容
は
‘

マ
ラ
リ
ア
の
撲
滅

ン
ド
ネ
シ
ア
の
家
族
計
画
に
対
す
る
国
民
の
努
力
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
旨
の

の
も
と
、
国
を
あ
げ
て
の
家
族
計
画
政
策
の
成
功
は
、
家
族
計
画
の
重
要
性
に
国

民
が
反
応
し
た
こ
と
と
‘

宗
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
成
功
し
た
こ
と
を
あ
げ
、

口
問
題
は
す
べ
て
の
階
層
の
住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
と

同
日
午
後
‘

都
市
集
中
を
防
ぐ
た
め
の
移
住
政

ボ
ゴ
ー
ル
に
あ
る
オ
イ
ス
カ
研
修
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。

現
在
三
十
名
の
研
修
生
か
農
業
技
術
の
研
修
を
行
な
っ 人

挨
拶
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
保
健
大
臣
は
‘
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
の
積
極
的
な
姿
勢

ま
ず
、

桜
井
議
貝
よ
り
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
の
国
連
人
口
賞
受
賞
の
お
祝
い
と
イ

十
一
時

ア
デ
ヒ
ャ
ト
マ
保
健
大
臣
を
表
敬
。

在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
か
か
え
て
い
る
問
題
が
話
合
わ
れ
た
。

懇
談
で
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
都
市
化
現
象
、
河
川
の
汚
染
、

土
地
開
発
な
ど
、

現

カ
ル
タ
で
そ
れ
ら
の
活
動
を
熱
心
に
進
め
て
お
ら
れ
る
。

の
家
族
計
画
‘

寄
生
虫
予
防
、
衛
生
教
育
に
大
変
典
味
を
持
た
れ
、

帰
国
後
ジ
ャ

モ
ダ
ル
ミ
ン
ト
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
州
知
事
を
表
敬
゜

知
事
は
‘
日
本
滞
在
中
に
日
本

空
港
施
設
拡
版
の
様
子
を
見
学
し
た
。

十
九
日
夕
‘

及
び
近
郊
の
視
察
を
行
な
っ
た
。

二
十
日
八
時
、

ル
タ
特
別
市
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
移
動
。

訪
れ
、

翌
日
よ
り
政
府
要
人
と
の
懇
談
‘

元
駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
を
務
め
ら
れ
た
ウ
ィ
ヨ
ゴ

日
本
の
有
償
資
金
協
力
で
行
な
わ
れ
て
い
る

ア
ト

ジ
ャ
カ

バ
リ
国
際
空
港
建
設
事
業
地
も
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
万
四
千
を
超
す
島
々
が
あ
り
、
島
に
よ
っ
て
生
活

十
一
時
三
十
分
、
国
家
家
族
計
画
調
整
委
貝
会
を
訪
問
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
母
子
保
健
・
家
族
計
画
の
状
況
‘

同
日
午
後
、

事
業
と
し
て
、

視
察
し
た
。

U
N
F
P
A
、

ク
ト
実
施
地
区
で
あ
る
‘

環
境
衛
生
の
改
善
‘

感
染
率
の
低
下
、
健
康
教
育
の
推
進
を
通
し
て
保
健
全
般
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

の
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
‘

あ
る
。

寄
生
虫

リ
ト
ル
・
ド
ク
タ
ー
制
度
を
導
入
し
た
保
健
衛
生
教

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
活
動
内
容
の
説
明
と
施
設
見
学
を
行
な
っ
た
後
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

向
上
、

乳
児
死
亡
率
の
低
下
、

的
は
、
家
族
計
画
の
実
施
の

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

ラ
ム
に
あ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

サ
ン
ガ
ン
・
バ
ル
と
い
う
ス ピ

生
虫
予
防
の
総
合
プ
ロ
ジ
ェ

家
族
計
画
・
母
子
保
健
•
寄

イ
セ
フ
が
実
施
し
て
い
る

ピサンガンパルファミリークリニック。

日
本
の
ジ
ョ

I
P
P
F
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ。t
 

く
評
価
、

よ
り
一
層
両
国
の
人
口
分
野
で
の
交
流
を
深
め
て
い
苔
た
い
と
要
望
し

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
同
委
員
長
は

H
本
の
母
子
保
健
・
家
族
計
画
の
経
験
を
高

学
校
で
の
保
健
教
育
の
実
態

国
家
家
族
計
画
委
貝
会
委
員
長
よ
り
、

国
家
家
族
計
画
調
整
委
貝
会
の
活
動
内
容

ハ
ル
ヨ
ノ
・
ス
ヨ
ノ

か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
さ
れ
た
。

水
準
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

そ
の
た
め
種
々
の
問
題
解
決
に
は
時
間
と
労
力
が
か

ま
た
‘

ら
な
い
。
』

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
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児童に囲まれて議員団一行

ピサンガンパル小学校で。

~ 

爪の検査をする桜井新議員――

ピサンガンパル小学校で。

炎
天
下

子
ど
も
た
ち
の
唄

児
童
達
の
大
歓
迎
を
受
け

最
後
に
学
校
の
校
庭
で

こ。f
 

ラ
ャ
ラ
細
く
瞳
が
心
に
残
っ

た

が

ど
の
顔
も
真
剣
で
キ

各
教
室
を
参
観
し
、

も
た
ち
の
検
壺
の
様
子
を
見

子
ど

役

H
を
持
っ
て
い
る
。

生
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る

し、
ヽ

地
域
の
住
民
に
保
健
衛

衛
生
活
動
も
積
極
的
に
行
な

ヽ

た
り

た
と
え
ば
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
学
校

れ
る
こ
と
は
児
童
に
と
っ
て

リ
ト
ル
・
ド
ク
タ
ー
に
選
ば

つ
な
役
目
で
あ
る
が

こ
の

校
で
い
え
ば
保
健
委
員
の
よ

教
育
を
行
な
う
、

日
本
の
学

主
体
性
に
よ
り
、
保
健
衛
生

と
は

保
健
分
野
で
児
童
の

内
で
の
児
童
の
衛
生
活
動
‘

の
爪
•
目
•
耳
•
鼻
の
検
在
、

体
重
・
身
長
の
測
定
を
行
っ

自
分
の
家
の
周
囲
の

リ
ト
ル
・
ド
ク
タ
ー
制
度

く
に
あ
る
小
学
校
を
訪
問
。

育
の
現
場
を
見
る
た
め
に
近
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ネ
ル
ギ
ー
と
意
気
込
み
を
あ
ち
こ
ち
で
感
じ
と
っ
た
。

（

桜

井

久

美

子

）

の
G
N
P

で
十
二
•
五
倍
の
発
展
を
遂
げ
る
と
い
う
‘
途
上
国
の
持
つ
力
強
い
エ

こ
と
が
で
苔
た
。

そ
し
て
、
経
済
活
動
に
お
い
て
も
過
去
二
十
年
間
で
一
人
当
り

を
目
指
し
、

国
を
あ
げ
て
家
族
計
画
を
推
進
し
て
い
る
姿
を
は
っ
き
り
確
認
す
る

ル
ト
大
統
領
の
強
力
な
指
導
の
も
と
に

『
健
康
で
幸
せ
な
小
さ
な
家
族
』

の
実
現

あ
っ
た
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が

人
口
問
題
解
決
を
最
優
先
策
と
し
、

ス
ハ

実
質
三
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
バ
リ
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
視
察
で
は

国
の
発
展
の
た
め
に
は

H
本
の
よ
う
な
質
の
高
い
教
育
水
準
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
幾
度
も
強
調
し
た
。

と
ど
ま
る
だ
ろ
う
と
語
っ
た
。

ま
た
そ
の
た
め
に
も
教
育
が
大
切
で
あ
る
こ
と

は
一
億
七
千
九
百
万
人
と
推
計
さ
れ
る
が

二
十
一
世
紀
に
は
二
億
九
千
万
人
で

ロ
増
加
率
を
ゼ
ロ
に
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
こ
と
‘

現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口

し
て
い
く
か
が
軍
大
な
課
題
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
‘

人
口
問
題
に
関
し
、

人

問
題
な
ど
を
上
げ
、
環
境
破
壊
が
深
刻
化
し
て
お
り

こ
の
問
題
を
い
か
に
克
服

現
在
自
国
が
か
か
え
て
い
る
問
題
と
し
て
、
開
発
に
伴
な
う
河
川
の
汚
染
、
公
害

同
タ

エ
ミ
ー
ル
・
サ
リ
ム
人
ロ
・
環
境
大
臣
を
大
臣
公
邸
に
表
敬
゜

う
日
本
語
の
歌
に
一
同
し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

大
臣
は
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の
後
明
ら
か
に
低
下
し
て
一

JL
八

0
年
に
は
＿
＿
二
．
，
ハ
人

一
九
八
九
年
に
は ヽ

し
ヽ

し
カ

そ

い
く
ら
か
の
揺
れ
は
あ
っ
た
も
の
の
人
ロ
一

0
0
0
人
当
た
り

普
通
出
生
率
を
み
る
と

-
J
L
五

0
年
代
半
ば
か
ら
一
九
七

0
年
代
半
ば
に
い
た

こ
こ
で
]
応
の
概
観
を
述
べ
て
お
ぎ
た
い
。

で
あ
ろ
う
。

低
下
は
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
意
味
で
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
い
え
る
。

日
本
の
出
生
率
低
下
の
実
態
に
つ
い
て
は
す
で
に
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
‘

る
約
二

0
年
間
、

出
生
率
の
最
も
単
純
な
指
標
で
あ
る

年
間
一
七
人
な
い
し
一
八
人
の
出
生
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
た
。

こ
う
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
‘

最
近
一

0
年
は
ど
の
日
本
の
出
生
率

の
適
度
な
水
準
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る
の
は
意
外
に
難
し
い
が
、
す
く

出
生
率

最
近
の
先
進
諸
国
の
よ
う
に
出
生
率
が
低
下
し
過
ぎ
て
人

そ
れ
を
適
度
に
抑
制
す
る
こ

ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。

開
発
途
上
国
の
よ
う
に
そ
れ
が
著
し
く
高
く
‘
そ

亡
率
は
も
ち
ろ
ん
低
け
れ
ば
低
い
は
ど
良
い
わ
け
で
あ
る
か

出
生
率
の
方
は
必 死

死
亡
率
と
な
ら
ん
で
人
口
動
態
を
左
右
す
る
基
本
的
な
要
囚
で
あ
っ
て
、
そ
の
動

出
生
率
は

日
本
の
出
生
率
は
一
九
七

0
年
代
半
ば
か
ら
低
下
し
、
そ
の
水
準
が
人
口
再
生

◇
吟
：
出
生
率
低
下
の
状
況

岡

崎

陽

日
本
大
学
法
学
部
教
授

産
レ
ベ
ル
を
割
っ
て
い
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

向
は
経
済
社
会
に
対
し
て
大
き
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

の
た
め
に
人
口
増
加
が
異
常
に
高
く
な
る
場
合
は
‘

と
が
必
要
で
あ
る
が
、

口
再
生
産
が
維
持
で
き
な
い
状
態
が
持
続
す
る
の
も
ま
た
問
題
で
あ
る
。

な
く
と
も
長
期
的
に
は
人
口
再
生
産
の
維
持
と
い
う
基
準
が
一

つ
の
目
標
に
な
る

8
本
の
出
生
率
低

F
に
つ
い
て
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て
困
難
で
は
な
い
が
、

あ
ま
り
に
専
門
的
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

実 要

よ
う
な
理
由
に
よ
る
出
生
数
‘
出
生
率
の
減
少
を
量
的
に
計
測
す
る
こ
と
は
決
し

ま
た
出
生
率
の
低
下
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

そ
の
結

十
万
人
台
に
減
っ
て
い
た
。

彼
ら
が
再
生
産
年
齢
に
達
す
る
一
九
七

0
年
代
半
ば

が
低
下
し

ま
れ
た
世
代
が
い
わ
ゆ
る

で
あ
る
。

そ
の
後

急
速
に
出
生
率

ー
ム
が
あ
り
、

一
年
間
に
二
六

0
万
人
以
上
の
子
供
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
時
に
生

が
あ
る
。

婚
・
出
産
に
関
係
す
る
年
齢
（
再
生
産
年
齢
）

の
人
口
が
減
少
し
た
と
い
う
事
実 結

た
し
か
に
そ
の
推
測
は
か
な
り
正
し
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、

し
か
し

こ
こ
で
は

低
下
に
つ
い
て

人
口
再
生
産
の
指
標
と
し
て
使
わ
れ
る
合
計
特
殊

「
期
間
出
生
率
」

的
な
出
生
率
の
動
向
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
す
く
な
く
と
も
短
期
的
に
日

を
見
て
そ
の
将
来
動
向
に
つ
い
て
憂
慮
の
念
を
抱
く
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。

の
問
題
に
わ
れ
わ
れ
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
が
正
し
い
か
を
決
め
る
た
め
に

出
生
率
低
下
の
実
態
を
も
う
少
し
詳
し
く
知
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

出
生
率
に
影
閤
す
る
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
。

子
供
の
教
育
費
、

の
指
標
で
あ
っ
て
、

そ
の
動
向
を
長
期

女
性
の
就
労
と
育
児
の
二
重
負
担
、

情
な
ど
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
念
頭
に
思
い
浮

か
べ
て
そ
れ
ら
が
出
生
率
を
下
げ
て
い
る
原
因
だ
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

も
う
少
し
実
態
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
半
ば
以
降
の
出
生
率
低
下
を
も
た
ら
し
た
原
囚
の
一

果
、
毎
年
出
生
数
の
減
少
、

「
団
塊
の
世
代
」

つ
に

ヽ

周
知
の
よ
う
に
一
九
四
七
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
ベ
ビ
ー
・
ブ

一
九
五

0
年
代
半
ば
以
降
一
九
六

0
年
代
に
は
出
生
数
は
年
間
百
数

以
降
は
再
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
わ
け
で
、

は
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
て
い
る
出
生
率
低
下
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
と
‘

一
般
の
人
々
は
最
近
の
出
生
率

住
宅
事

は

こ

本
の
出
生
率
が
低
下
を
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

多
く
の
人
々
が
こ
れ

率
に
せ
よ
‘

い
わ
ゆ
る

九
八
八
年
に
は

六
六
と
な
っ
て
い
る
。

普
通
出
生
率
に
せ
よ
合
計
特
殊
出
生

出
生
率
で
み
て
も
、

近
傍
に
安
定
し
て
い
た
が

そ
の
後
低
下
し
て
一
九
八

0
年
に
は

七
五

事
態
は
は
ぽ
同
様
で

一
九
七

0
年
代
半
ば
ま
で
二

・
O
の

人゚
に
減
少
し
て
い
る
。
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え
る
。

か
な
り
大
き
く
‘
と
く
に
二

0
歳
代
前
半
の
低
下
は
苔
わ
め
て
大
苔
か
っ
た
と
い

六
七
•
九
％
に
低
下
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
二

0
歳
代
の
打
配
偶
率
の
低
下
は

七
•
九
％
に
低
下
し
て
い
た
。

ま
た
二

0
歳
代
後
半
の
そ
れ
は
七
八
・
ニ
％
か
ら

一
九
八
五
年
に
は

二

0
歳
代
前
半

偶
出
生
率
の
積
で
あ
る
か
ら
、
出
生
率
低
下
が
こ
の
二
つ
の
要
因
の
ど
ち
ら
に
よ

よ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。

主
な
原
因
は

こ。f
 

歳
以
上
の
出
生
率
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
か

む
し
ろ
や
や
上
昇
し
て
い

一
九
〇

一
か
ら
一
七
八
•
四
ヘ

や
や
低
下
し
て
い
た
程
度
で
あ
っ
た
。

三
〇

年
に
は
六

七
人
の
出
生
数
に
減
少
し
て
い
た
。

二

0
歳
代
後
半
の
出
生
率
は

ロ―

0
0
0
人
に
つ
き
年
間
一
〇
七

・
O
人
の
出
生
数
で
あ
っ
た
が

一
九
八
五

し
た
の
は
二

0
歳
代
前
半
の
出
生
率
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
一
九
七
五
年
に
女
子
人

一
九
七
五
年
と
一
九
八
五
年
の
年
齢
別
出
生
率
を
見
る
と

最
も
大
幅
に
低
下

態
を
過
大
に
評
価
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
含
た
い
。

う
え
に
述
べ
た
再
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
出
生
率
の
低
下
は
‘

標
準
化
出
生
率
や
合
計
特
殊
出
生
率
で
み
れ
ば
除
去
す
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
み
た
と
お
り
、

題
は
年
齢
構
成
の
変
化
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

◇g
◇
原
因
と
見
通
し

そ
れ
ゆ
え
‘

二

0
歳
代
、

ヽ

こ
の
点
に
つ
い
て
は

い
る
人
の
割
合
）

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
最
近
の
出
生
率
低
下
の

そ
れ
も
そ
の
前
半
の
年
齢
に
お
け
る
出
生
率
低
下
に

二

0
歳
代
の
出
生
率
が
な
ぜ
低
下
し
た
の
か
。

て
み
る
必
要
が
あ
る
。

数
式
を
示
す
ま
で
も
な
く
‘

の
有
配
偶
率
は
一
九
七
五
年
に
三

0
•

六
％
で
あ
っ
た
が
、

の
構
造
を
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
し
、
そ
の
変
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ば
以
降

合
計
特
殊
出
生
率
も
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

を
標
準
化
し
た
指
標

一
九
七

0
年
代
半

っ
て
強
く
影
糊
さ
れ
た
か
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
問

出
生
率

さ
ら
に
出
生
率
を
有
配
偶
率
（
人
口
の
な
か
で
結
婚
し
て

と
有
配
偶
出
生
率
（
結
婚
し
て
い
る
人
の
出
生
率
）
に
分
解
し

出
生
率
は
有
配
偶
率
と
有
配

こ
れ
に
対
し
て
三

0
歳
以
上
の
有
配
偶
率
は
低
下
が
答
わ
め
て
小
さ
か
っ

出
生
率
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結
婚
の
意
志
は
決
し
て
衰
え
て
い
な
い
の
で
有
配
偶
率
か
さ
ら
に
低
下
す
る
可
能

し‘ 

し
か
し

で
あ
る
。

人
口
問
題
研
究
所
の
未
婚
者
の
意
識
調
在
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
‘

二

0
歳
代
の
女
性
の
有
配
偶
率
が
今
後
高
ま
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な

出
生
率
低
下
の
現
状
は
以

L
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
、
問
題
は
今
後
の
見
通
し

配
偶
出
生
率
の
低
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

牛
率
の
原
因
は
夫
婦
が
子
供
を
産
ま
な
く
な
っ
た
、
前
述
の
議
論
で
い
う
な
ら
有

な
‘
納
得
し
が
た
い
結
論
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

一
般
に
は
低
出

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
結
論
は
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
や
や
意
外

主
な
原
因
は
二

0
歳
代
、
と
く
に
そ
の
後
半
の
年
齢
に
あ
る
女
子
の
結
婚
の
遅
れ

以
卜
の
点
か
ら
み
て
、
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
て
い
る
最
近
の
出
生
率
低
下
の

て
む
し
ろ
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
比
較
に
お
い
て

二

0
歳
代
前
半
で
わ
ず
か
に
低
下
し
て
い
る

（
一
九
七
五
年

も
う
一

戦
前
と
は
完
全
に
違
っ
た
経
済
社
会
環
境
の
中
で
育
っ
た

「
新
し
い
世
代
」

ゞ

士

n

ヵ
糸

`

‘

ヽ

>

な

し

影
響
し
た
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、

婚
・
出
産
年
齢
に
逹
し
た
と
い
う
事
実
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
の
要
囚
、
す
な
わ
ち
有
配
偶
出
生
率
は
一
九
七
五
年
と
一
九
八
五
年

が
有
配
偶
女
子
一

0
0
0
人
に
つ
き
出
生
数
三
五

0
人
に
た
い
し
て
一
九
八
五
年

は
三
四
五
人
）

が
、
そ
れ
以
外
は
は
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ず
、
多
く
の
年
齢
に
お
い

な
ぜ
な
ら
‘

-
J
L
七

0
年
代
後
半
に
は
一
九
五

0
年
代
後
半
に
生
ま
れ

の
高
学
歴
化
‘
就
労
の
量
的
・
質
的
変
化
な
ど
の
諸
条
件
が
影
糊
し
て
い
る
に
違

そ
し
て
一
九
七

0
年
代
後
半
の
低
下
に
つ
い
て
は
‘

女
性

差
は
経
済
社
会
環
境
の
一
般
的
変
化
‘

と
く
に
義
務
教
育
期
間
の
延
長
が
大
き
く

一
九
七

0
年
代
後
半
か
ら
低
下
が
顕
著
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
前
と
戦
後
の
段

こ。f
 
そ
し
て
戦
後
は
緩
や
か
に
下
が
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に

れ
ぞ
れ
三
ニ
・
六
％
、
七
六
・
ニ
と
な
り
、

戦
前
と
戦
後
で
大
き
な
段
差
が
あ
っ

が
五
三
・
三
％
‘

後
半
が
八
五

・
O
％
で
あ
っ
た
が

戦
後
一
九
五
五
年
に
は
そ

二

0
歳
代
の
有
配
偶
率
は
‘

戦
前
た
と
え
ば
一
九
三
五
年
に
は
二

0
歳
代
前
半

原
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ。f
 
出
生
率
の
低
下
に
対
し
て
二

0
歳
代
の
有
配
偶
率
の
低
下
は
一

つ
の
大
き
い
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た
だ

ヽ

保
障
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
先
進
諸
国

化
社
会
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
基
本
は
社
会
的
に

杜
会

人
口
高
齢
化
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
諸
問
題
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
の
な
か
で

高
齢
化
が
経
済
と
社
会
に
与
え
る
影
閻
は
、
今
後
の
日
本
に
と
っ
て
、

お
そ
ら
く

率
の
低
下
だ
け
で
は
な
く

そ
し
て

こ
の

％
）
 

に
達
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
口
の
高
齢
化
は
、
出
生

化
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
米
世
紀
に
は
い
る
と
高
齢
化
は
一
段
と
進
み

ら
か
に
し
て
い
る
と
お
り
、

今
冊
紀
末
に
は
は
ぱ
現
在
の
西
欧
諸
国
な
み
の
高
齢

七
0
年
頃
か
ら
次
第
に
古
回
齢
化
の
速
度
を
は
や
め
て
お
り
、
将
米
人
LJ
推
計
が
明

て
経
済
、

社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ば
す
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
人
口
は
一
九

出
生
率
低
下
は
直
接
に
は
人
口
の
年
齢
構
成
に
影
愕
を
与
え
、

的
な
生
活
環
境
に
お
け
る
結
婚
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
価
値
の
相
対
的
低
下
の

た
め
に
、
新
し
い
粧
代
の
結
婚
意
志
に
変
化
が
生
じ
れ
ば
有
配
偶
率
は
低
下
す
る

前
述
の
よ
う
に
有
配
偶
出
生
率
は
現
在
は
と
ん
ど
変
化
し
て
い

今
後
の
生
活
環
境
と
新
し
い
世
代
の
意
識
に
よ
っ
て
変
化
が
生
じ
る
か

◇g
◇
経
済
社
会
へ

六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
最
高
二
四
％
な
い
し
二
五
％
（
現
在
や
く
―
ニ

最
も
重
要
な
問
題
の
一

高
齢
者
の
数
‘

死
亡
率
の
低
下
の
結
果
で
も
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し

つ
で
あ
る
と
い
っ
て
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

基
本
的
な
問
題
は
‘
増
大
す
る
高
齢
者
の
生
活
を
社
会
的
に
支
え
る
問
題
で
あ
る
。

総
人
口
に
占
め
る
割
合
か
以
前
と
比
べ
て
格
段
に
甫
く
な
る
高
齢

ヽ

す
な
わ
ち

が
い
ず
れ
も
こ
の
制
度
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

杜
会
保
障
制
度
は
社
会
の
構
成
貝
の
相
万
の
連
帯
が
晶
本
に
な
っ
て
支
え

の
影
響

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

態
の
変
化
を
正
確
に
捉
え
て
判
断
を
誤
ら
な
い
よ
う
、
デ
ー
タ
の
収
躾
と
分
析
に

も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
将
来
の
見
通
し
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
の
で
、
事

い
て
も
、

ず
‘

夫
婦
の
子
供
に
対
す
る
意
識
や
価
値
観
は
従
来
通
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ

か
も
知
れ
な
い
。

性
は
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
が
‘

適
当
な
配
偶
者
を
見
い
だ
す
こ
と
の
困
難
、
現
代
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昔

六

0
歳
の
還
暦
を
も
っ
て
人
生
の
区
切
り
と
し
た
か

い
ま
は

た
と
え
ば
‘
高
齢
者
の
定
義
に
し
て
も
、
平
均
絆
命
が
五

0
年
で
あ
っ
た
時
代
の

扶
養
と
社
会
の
活
力
の
維
持
ー
を
同
時
に
満
た
す
た
め
に
は

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は

と
く
に
経
済
力
が
十
分
に
維
持
さ

け
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
負
担
は
不
当
に
高
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

n
論
の
立
場
か
ら
人
口
構
成
と
社
会
保
障
制
度
の
仕
組
み
と
の
関
係
に
つ
い
て
考

対
す
る
比
率
を
国
際
比
較
す
る
と
‘

生
産
年
齢
人
口
す
な
わ

ち
働
苔
盛
り
の
人
口
に
対
し
て
名
年
人
口
を
支
え
る
重
み
を
量
的
に
示
し
て
い
る
。

生
産
年
齢
人
口
に
と
っ
て
高
齢
者
を
支
え
る
た
め
の
負
担
は
現
在
の
二
倍
以

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
は
避

な
ぜ
な
ら
、

で
あ
ろ
う
。

高
齢
化
社
会
は
一

つ
の
社
会
と
し
て
健
全
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な

そ
の
社
会
の
活
力
、

こ
の
二
つ
の
相
反
す
る
要
求
ー
高
齢
者
の

人
口
の
年
齢
構
成

の
変
化
に
対
応
し
て
社
会
シ
ス
テ
ム
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

高
齢
者
と
そ
れ
が
八

0
年
に
な
っ
た
時
代
の
高
齢
者
は
同
じ
で
あ
る
必
要
は
な
い

重
み
を
示
唆
す
る

つ
の
指
標
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

の
比
率
が
日
本
の
数
倍
高
く
な
っ
て
お
り

老
年
人
口
指
数
は
社
会
保
障
負
担
の

現
在
日
本
よ
り
人
口
高
齢
化
の
高
い
国
は
こ

は
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ
る
が
‘

ヽ

し
か
し

杜
会
保
障
給
付
費
の
国
民
所
得
に

指
標
で
あ
り

社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
負
担
の
計
算

L
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

老
年
人
口
指
数
は
人
口
統
計
的
に
み
た
き
わ
め
て
簡
単
な

る。 ー
ク
に
な
る
二

0
二

0
年
以
降
は
‘
四

0
％
前
後
の
高
さ
に
な
る
と
見
ら
れ
て
い

七
・
ニ
％
で
あ
る
が

今
世
紀
末
に
は
二
四
•
七
％
と
な
り
、

人
口
高
齢
化
が
ピ

将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
現
在
(
-
九
九

0
年
）
日
本
の
老
年
人
口
指
数
は

ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
数
に
対
比
し
た
指
数
で
あ
っ
て
、

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
六
五
歳
以
上
の
名
年
人
口
数
を
一
五
歳
か
ら
六
四
歳

人
口
の
年
齢
構
成
を
問
題
に
す
る
と
き
、
老
年
人
口
指
数
と
い
う
指
標
が
使
わ

え
て
み
た
い
。

り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

精
神
的
な
側
面
は
と
も
か
く
と
し
て

こ
こ
で
は
人

ら
れ
る
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
が
精
神
的
に
も
、
現
実
的
に
も
可
能
で
な
け
れ
ば
成
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諸
国
の
事
例
が
大
い
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ご
ろ
か
ら
再
度
こ
の
問
題
に
当
面
し
て

る。

一
九
三

0
年
代
に
す
で
に
低
出
生
率
の
問
題
を
経
験
し

一
九
六

0
年
代
中

正
確
な
情
報
を
国
民
に
提
供
す
る
こ
と
、
結
婚
と
出
産
に
関
し
て
国
民
が
抱
い
て

率
と
人
口
動
向
の
変
化
、

お
よ
び
そ
れ
が
国
民
生
活
に
与
え
る
影
閻
に
つ
い
て
の

い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
政
府
が
こ
れ
に
関
し
て
成
し
う
る
こ
と
は
、
出
生

政
策
を
う
ち
だ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

結
婚
や
出
産
は
完
全
に

高
ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
杜
会
で
は
政
府
が
出
生
率

下
は
人
口
高
齢
化
の

つ
の
原
因
で
あ
る
か
ら
、
高
齢
化
問
題
か
厳
し
い
状
況
に

最
後
に
、
高
齢
化
社
会
と
出
生
率
政
策
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

出
生
率
低

備
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

に 六
五
歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
将
来
は
七

0
歳
以
上
を
高
齢
者
と

の
年
齢
区
分
の
う
え
で
、

も
っ
と
も
、生

産
年
齢
人
口
の
適
切

社
会
の
活
力
の

上
述
の
よ
う
な
方
法
で
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
防
ぐ
と
と
も

雇
用
慣
行
を
改
め
て
中
高
年
労
働
や
女
子
労
働
の
活
用
を
計
ら
な
け
れ
ば
な

さ
ら
に
労
働
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
産
業
構
造
の
高
度
化
と
資
本
装

当
面
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
対
応
策
と
し
て
出
生
率
政
策
が
論
じ
ら
れ
る
可
能
性
が

な
ぜ
な
ら
‘

個
人
あ
る
い
は
夫
婦
の
決
定
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
原
則
が
確
立
さ
れ
て

い
る
希
望
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
諸
要
因
を
除
去
す
る
努
力
を
進
め
る
こ
と
で
あ

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
西
洋

維
持
の
た
め
に

な
区
分
と
し
て
は

ニ
O
I
六
九
歳
と
す
べ
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。

で
あ
る
が

一
五
ー
一

JL
歳
は
非
労
慟
力
人
口
が
多
く

生
産
年
齢
人
口
は
一
五
歳
か
ら
六
九
歳
と
な
る
。

現
在
す
で
に
そ
う

六
五
歳
で
は
な
く
‘
七

0
歳
以
上
が
高
齢
者
と
さ
れ
、

社
会
通
念
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
改
善
が
で
苔
れ
ば
、

人
口

は
‘
健
康
状
態
が
改
善
さ
れ
、

ま
た
七

0
歳
ま
で
社
会
的
に
現
役
で
あ
る
と
い
う

す
る
と
き
か
く
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
そ
れ
が
現
実
的
な
意
味
を
持
ち
う
る
た
め
に
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3
月
24
日 1

2
3
日

3
月

22
日 ー

21
日

3
月
1
8
日 1

1
4
日

3
月

12日

2
月

26
日

ー
月
2
6
日

ヶ
kり P

A

 ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
ホ
テ
ル
会
議
室
。

佐
藤
降
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
他
ア
ジ
ア
七
ヵ
国
‘

U
N
F

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営

者
会
議
」
開
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j 1 . アジア諸国の農村人口と農梨開発に関する調査報告書 5. スライド 日本の農業、農村開発と人口イント国— ーその軌跡ー （日本語版） ！ ! Report on the Survey of Rural Population and Agricultural & Rural Development and, Population j ! Agri~ ニ~r~evei:;;〗 in Asian Countries in Japan (英語版） ！ 

l 
日本衣北衣村的友展和人口的推移（中国語版）

2. 東南アジア諸国等人口• 開発碁礎調在報告書
Perkembangan Pertanian, Masyarakat Desa Dan 

ーータイ国
Kc,cMOOW<ao Th Ja~~ Iイントネ／ア語版） 1 

Report on the Basic Survey of Population and Deve - （以上4カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ i ! lopment in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀賞を受賞しました。） ！ 
-Thailand 

L~v~~v~~~=nv~~~~~~~~~~~~~=nv==n~v,nv~~~=n-n~~~~~~~~~~~ 
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! ! ！ 昭和 60年度 i 
5. 日本の人口都市化と開発

Urbanization and Development in Japan (英語版） ！ 
! 1 . アジア諸国の農村人口と農梨開発に関する調杏報告書

ーータイ国
6. バンコクの人口都市化と生活環境• 福祉調杏

l Report on the Survey of Rural Population and データ鼠ー ！ 

! 
Survey of Urbanization, Living Environment and 

Agncultural Development in Asian Countries 

~Thailand (英語版）
Welfare in Bangkok Data 

（英語版）
! 

I , 東南ア汀諸国等人口• 開発甚礎調脊報告書 7 スライト ！ 
インド国

日本の都市化と人口 （日本語版）

I :::::~: こ:~;::~,:::,""'co:,:::"= orul i三〗:::,:三〗'.□三:;:~〗::,'英語版） I 
! 3 中華人民共和国人ロ・家族叶画第―次非礎調杏報告書 （イノトネ／ア語版） ！ 
! 

Basic Survey (II) on Population and Farrnly Planning 

- in the People's Republic of China ！ 
昭和 61年度

生育率和生活水平芙系第二次中日合作凋査研究根

告お （中国語版） I 1 . アジア諸国の農村人口と農榮開発に関する調在報告書

インドネシア国~

4. ネパール王国人口• 家族計画基礎調在 Report on the Survey of Rural Population and 

Basic Survey Report 011 Population and Family Agricultural Development 111 Asian Countries 

Planning 111 the Kingdom of Nepal (英語版） Indonesia~- (失語版）
l 
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